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地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
タ
イ
プ
Ⅰ

と
は
？

　

第
２
次
安
倍
内
閣
の
主
要
な
政
策
の
ひ
と

つ
で
あ
る
『
地
方
創
生
』。

　
「
人
口
減
少
問
題
の
克
服
」
と
「
成
長
力
の

確
保
」
を
目
的
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ

っ
た
政
策
を
地
方
版
総
合
戦
略
と
し
て
具
体

的
に
考
え
、
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
す
べ
て

の
地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
竹
田
市
が
獲
得
し
た
「
地
方
創
生

先
行
型
交
付
金
タ
イ
プ
Ⅰ
」
と
は
、
他
の
地

方
公
共
団
体
の
参
考
と
な
る
先
駆
的
事
業
に

対
し
、
国
が
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
関
す
る
優
良
施
策

の
実
施
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

申
請
件
数
は
全
国
１
１
５
5
件
に
対
し
、

採
択
数
は
７
１
０
件
で
採
択
率
は
61
・
５
％
。

総
額
２
３
６
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
竹
田

市
は
、
申
請
額
の
満
額
２
８
０
０
万
円
で
採

択
さ
れ
て
お
り
、
県
下
で
は
大
分
市
を
除
け

ば
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
観
光
振
興
の

一
石
二
鳥　

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
元
年
に
旧
直
入
町
で

始
ま
っ
た
温
泉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
国
際
交

流
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
に
残
る
温
泉
史
を
紐

解
き
、
温
泉
保
養
地
と
し
て
の
地
域
づ
く
り

を
過
去
30
年
に
渡
っ
て
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

　

住
民
に
愛
さ
れ
る
共
同
浴
場
と
し
て
の
市

営
温
泉
館
や
飲
泉
場
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
で

の
整
備
、
地
元
の
温
泉
療
法
専
門
医
に
よ
る

入
浴
効
果
の
検
証
や
、
平
成
23
年
度
か
ら
は

温
泉
を
活
用
し
た
療
養
滞
在
に
保
健
を
適
用

す
る
試
み
・
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
の
実

施
、
日
本
健
康
開
発
財
団
や
慶
応
義
塾
大
学

と
実
施
し
た
飲
泉
に
関
す
る
共
同
研
究
、
炭

ついに突破口が開けた！

地方創生を先導する
　歴史的な第一歩!

世界に冠たる日本の温泉資源活用による「国民の健康づくり」と「予防医療の増進」
「新たな観光戦略」事業が、地方創生交付金の採択を受けました。
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酸
泉
に
類
似
の
効
果
を
持
つ
家
庭
用
入
浴
剤

の
販
売
企
業
の
進
出
、
志
を
同
じ
く
す
る
自

治
体
と
の
協
力
協
定
の
締
結
、
当
初
は
長
湯

温
泉
の
み
で
指
定
を
受
け
て
い
た
国
民
保
養

温
泉
地
に
市
内
全
域
で
指
定
を
受
け
る
な
ど
、

温
泉
と
地
域
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を

全
国
に
先
駆
け
て
、
且
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

国
民
の
健
康
意
識
に
応
え
る

　

一
方
、
視
点
を
全
国
に
広
げ
て
み
る
と
、

こ
れ
ま
で
の
30
年
間
で
、
生
活
習
慣
病
と
い

う
言
葉
が
一
般
化
し
、
日
本
全
体
が
高
齢
化

社
会
へ
と
進
む
中
、
国
民
の
健
康
意
識
は
高

ま
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
20
か
所
に
あ
る
厚
生
労
働
省

認
定
の
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」
を
、

医
師
の
指
示
の
も
と
で
利
用
す
る
と
、
そ
の

利
用
料
や
交
通
費
が
医
療
費
控
除
の
対
象
に

な
る
と
い
う
仕
組
み
も
あ
り
、
温
泉
を
健
康

づ
く
り
に
活
か
す
と
い
う
取
り
組
み
は
、
全

国
的
に
も
広
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
利
用
者
が
少
な
い
こ
と
も
課
題
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
地
方
創
生
時
代
の
今
、
竹
田
市

は
こ
の
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
施
設
」
に

必
要
な
機
能
を
単
独
の
施
設
で
は
な
く
、
エ

リ
ア
全
体
に
分
散
さ
せ
る
規
制
緩
和
を
求
め

て
い
ま
す
。
地
域
の
魅
力
を
ふ
ん
だ
ん
に
活

か
し
な
が
ら
、
開
放
的
な
現
代
版
湯
治
を
浸

透
さ
せ
、
健
康
づ
く
り
の
市
場
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
、
希
有
な
温
泉
資
源
に
恵
ま
れ
た

竹
田
市
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
温
泉
を
活
用
し
た
取

り
組
み
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、
全
国
の
優
れ

た
温
泉
地
で
の
取
り
組
み
を
後
押
し
し
、
住

民
を
含
め
た
予
防
医
学
の
推
進
と
、
滞
在
型

観
光
振
興
を
目
指
す
た
め
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
と
面
談
！

独
自
性
の
あ
る「
政
策
」に
高
い
評
価

地方創生を先導する　歴史的な第一歩！

↑石破大臣と面談する首藤市長

生
担
当
大
臣
と
面
談
。こ
れ
ま
で
の
経
過
や「
地

方
創
生
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
等
、
石
破
大

臣
に
そ
の
思
い
を
伝
え
ま
し
た
。

　

地
方
創
生
の
推
進
は
「
基
礎
自
治
体
が
政

策
立
案
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
、
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

　
「
総
合
戦
略
は
５
年
を
目
途
に
し
て
お
り
、

一
年
で
終
わ
っ
た
り
し
て
は
意
味
が
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で
戦
略
も
随
時
見

直
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
か
ら
、
伸
び
る
と

こ
ろ
は
す
ご
く
伸
び
る
の
で
す
」
と
石
破
大
臣
。

　

ま
た
、「
突
出
し
て
何
か
を
や
り
た
い
」、「
地

方
か
ら
日
本
の
行
政
を
変
え
た
い
」
と
い
う

気
概
に
あ
る
も
の
に
は
、
積
極
的
に
応
援
し

て
い
く
と
い
う
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
室
か
ら
「
地
方
創

生
先
行
型
交
付
金
」
の
採
用
事
業
等
の
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
日
後
、
首
藤
勝

次
竹
田
市
長
は
上
京
の
際
に
石
破
茂
地
方
創

人口のうごき
　　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　　 23,343 人（－ 57 人）
男　性　　 10,892 人（－ 35 人）
女　性　　 12,451 人（－ 22 人）
世帯数　 10,509 世帯（− 14 世帯）
　　　住民基本台帳登録人数
（平成 27年 11 月 1日現在）

○地方創生を先導する歴史的な第
　一歩！……………………………２
○竹田市功労者表彰ほか…………６
○竹田市の財政状況をお知らせします
　……………………………………８
○〔農業〕農作物被害「減少」への挑戦！
　…………………………………11
○〔福祉〕12月３日から９日は「障害
　者週間」です「寄り添い、ぬくもりの
　ある社会へ」……………………12
○まちの話題………………………14
○たけたん情報　竹田のこよみ12月
　／TCT特番情報／休日当番医情報
　／えがおの子育て小児科ほか
　……………………………………24
○人権シリーズ「ぬくもり」／地域お
　こし協力隊通信③ほか…………25
○〔交流〕ロシア民間交流団が廣瀬
　神社を参拝～平和への誓い新た
　に～ほか…………………………26
○〔文化財〕豊作を祝う伝統行事「亥
　の子」／「古田織部没四百回忌」開
　催ほか……………………………27
○学び舎／まるごと博物館／図書
　館に行こう………………………28
○市長コラム「有由有縁」………30
○TAKETAN FACE 今月のひと……31
○郷土の植物／すくすく１歳／アッ　
　パレ！100歳………………………32
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↑インストラクター養成講座
ミニクアハウスを中心とした健康増
進エリアが受講生の活躍の場となる
ことで、雇用創出を目指す。

竹
田
市
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

５
つ
の
取
り
組
み
の
「
柱
」

　

今
回
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
取
り

組
み
の
柱
は
５
つ
で
す
。

①
竹
田
版
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
エ
リ
ア
」

構
築
戦
略
と
ク
ア
オ
ル
ト
構
想
の
確
立

　
「
温
泉
利
用
型
健
康
増
進
エ
リ
ア
」
を
想
定

し
て
い
る
長
湯
温
泉
街
半
径
1
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
程
度
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き

た
飲
泉
場
な
ど
の
ハ
ー
ド
設
備
と
、
そ
れ
ら

を
結
ぶ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
等
の
機
能
や

活
用
の
方
法
な
ど
の
構
想
を
、
具
体
的
な
戦

略
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
拠
点
施
設
を

中
心
に
エ
リ
ア
全
体
を
連
携
さ
せ
て
い
く
ク

ア
オ
ル
ト
構
想
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

②
温
泉
療
法
専
門
医
と
コ
ラ
ボ
し
た
ミ
ニ
ク

ア
ハ
ウ
ス
基
本
構
想
・
基
本
設
計
策
定

　

国
民
宿
舎
直
入
荘
は
、
老
朽
化
の
問
題
か

ら
改
修
に
向
け
た
動
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

ホ
テ
ル
に
関
し
て
は
民
間
事
業
者
に
よ
る
建

設
・
運
営
を
検
討
中
で
す
が
、
一
方
の
温
泉

機
能
は
、
単
な
る
ホ
テ
ル
の
内
湯
と
し
て
の

温
泉
で
は
な
く
、
天
然
温
泉
を
利
用
し
た
湯

中
運
動
ス
ペ
ー
ス
や
室
内
運
動
が
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
も
っ
た
ミ
ニ
ク
ア
ハ
ウ
ス
機
能
を

付
加
す
る
予
定
で
す
。
地
元
の
温
泉
療
法
専

門
医
や
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
連
携
し
、「
温

泉
利
用
型
健
康
増
進
エ
リ
ア
」
の
拠
点
施
設

と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
ミ
ニ
ク
ア
ハ
ウ
ス

の
基
本
構
想
と
基
本
設
計
を
行
い
ま
す
。

③
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
講
座
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
人
材
育
成

　

厚
生
労
働
省
の
雇
用
創
出
支
援
事
業
を
活

用
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
健
康
づ
く
り
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
育
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

長
時
間
に
わ
た
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
し

た
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
、
さ
ら
に
プ
ロ
化
し
、

市
外
か
ら
訪
れ
た
方
に
向
け
た
旅
行
商
品
と

し
て
の
一
面
も
持
っ
た
健
康
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
提
供
や
、
温
泉
療
法
専
門
医
が
発
行
し

た
処
方
箋
に
従
っ
た
運
動
量
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
で
き
る
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
を
磨
き

上
げ
る
た
め
、
今
年
度
は
、
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
づ
く
り
を
中
心
に

取
り
組
み
ま
す
。

④
飲
泉
・
温
浴
の
効
果
を
立
証
し
て
い
く
た

め
の
医
科
学
的
調
査
研
究

　

平
成
26
年
度
に
日
本
健
康
開
発
財
団
、
慶

応
義
塾
大
学
と
の
産
官
学
連
携
で
、
健
常
者

を
対
象
に
飲
泉
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
と
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
研
究
の
結
果
、

長
湯
温
泉
の
温
泉
水
を
飲
用
す
る
こ
と
で
、

糖
尿
病
の
予
防
・
改
善
効
果
が
期
待
で
き
る

こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。
今
後
の
研
究

で
は
、
対
象
者
を
糖
尿
病
患
者
、
も
し
く
は

糖
尿
病
の
疑
い
の
あ
る
方
に
絞
り
、
飲
泉
が

及
ぼ
す
効
果
を
よ
り
明
確
に
立
証
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
長
湯
温
泉
の
泉
質
下
に
お
け

る
温
浴
効
果
に
つ
い
て
も
並
行
し
て
調
査
研

究
を
実
施
し
ま
す
。

⑤
ヒ
ス
ト
リ
ー
性
高
い
「
温
泉
力
」
の
情
報

発
信
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
と
集
客
戦
略

　

江
戸
期
の
岡
藩
主
の
湯
治
場
と
し
て
の
歴

史
性
、
国
際
姉
妹
都
市
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
の
温
泉
療
養
を
モ
デ
ル

に
し
た
国
際
性
、
一
般
財
団
法
人
日
本
健
康

開
発
財
団
や
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
の
医
科
学

的
研
究
の
科
学
性
、
長
湯
温
泉
の
効
能
を
高

く
評
す
る
入
浴
剤
製
造
企
業
の
進
出
と
連
携

し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
商
品
開
発
に
よ
る
経
済

性
な
ど
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
「
温
泉
力
」
が

持
つ
ヒ
ス
ト
リ
ー
性
の
高
い
行
政
施
策
そ
の

も
の
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
た
め
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
高
い
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　

今
回
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
は
以
上

の
５
つ
で
す
が
、
来
年
度
以
降
は
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
な
が
ら
、
市
民

向
け
の
温
泉
を
活
用
し
た
取
り
組
み
と
し
て
、

宿
泊
型
保
健
指
導
や
、
健
康
づ
く
り
チ
ャ
レ

ン
ジ
温
泉
優
待
制
度
な
ど
の
実
施
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

市
場
へ
の
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
、
全
国
か

ら
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

↑飲泉場KOLONADA

■交付金充当事業の内訳
竹田版“温泉利用型健康増進エリア”構築戦略とクアオルト構想の確立  300 万円
温泉療法専門医とコラボしたミニクアハウス基本構想・基本設計策定　  400 万円
インストラクター養成講座によるスキルアップと人材育成　　　　　　  300 万円
飲泉・温浴の効果を立証していくための医科学的調査研究　　　　　　  800 万円
ヒストリー性高い「温泉力」の情報発信によるブランド化と集客戦略    1000 万円
　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　　    2800 万円
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  「
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５
仙
北
市
」
に
首
藤
竹
田
市
長
が
参
加
！  

地方創生を先導する　歴史的な第一歩！

　

今
年
７
月
10
日
に
発
表
し
た
慶
應
義
塾
大

学
と
日
本
健
康
開
発
財
団
に
よ
る
「
長
湯
温

泉
の
飲
泉
エ
ビ
デ
ン
ス
調
査
」
結
果
で
は
、

長
湯
温
泉
の
飲
泉
に
よ
り
、
血
液
中
の
「
グ

リ
コ
ア
ル
ブ
ミ
ン
」
が
相
対
的
に
減
少
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
炭
酸
泉
へ
の
入
浴
に
よ
る
リ
ウ
マ

チ
患
者
の
血
流
改
善
な
ど
数
多
く
の
エ
ビ
デ

ン
ス
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
薬
効
高
き
名
湯

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
と
な
り
、
よ
り
豊
か
で
病
気
に
な
り
に
く

い
カ
ラ
ダ
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
れ
ば
、
市
民
の
健
康
増
進
は
も
と

よ
り
、
社
会
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
社
会

保
障
費
の
膨
張
を
食
い
止
め
る
こ
と
の
で
き

る
「
可
能
性
」
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
秘
湯
と
し
て
全
国
温
泉
ラ
ン
キ

ン
グ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
す
る
「
乳
頭
温
泉
郷
」
等

の
温
泉
資
源
豊
か
な
秋
田
県
仙
北
市
で
仙
北

市
市
制
10
周
年
記
念
「
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
５
仙
北
市
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
の
名
湯
百
選
を
所
有
す
る
７
市
町
の
首

長
が
一
堂
に
会
し
、「
日
本
元
気
創
生
―
温
泉

で
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
温

泉
首
長
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が
行
わ
れ
、
温
泉
を

活
用
し
た
各
市
町
の
取
り
組
み
や
将
来
の
可

能
性
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
地
秋
田
県
仙
北
市
の
門
脇
光
浩
市
長

は
、「
国
の
第
二
次
国
家
戦
略
特
区
へ
の
挑
戦

と
地
方
創
生
特
区
の
指
定
に
つ
い
て
」
の
報

告
を
行
い
、治
療
が
難
し
い
悪
性
腫
瘍（
が
ん
）

な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
玉
川
温
泉

を
核
と
し
た
、「
温
泉
活
用
・
湯
治
型
の
ヘ
ル

ス
ケ
ア
」
を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
劇
的
に
効

果
が
あ
る
と
し
て
「
奇
跡
の
湯
」
と
脚
光
を

浴
び
て
い
る
国
内
最
北
端
の
温
泉
地
・
北
海

道
豊
富
町
の
工
藤
栄
光
町
長
は
、
湯
治
客
の

経
済
的
負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
「
温
泉
利

用
型
健
康
増
進
施
設
」
の
認
可
条
件
緩
和
に

お
け
る
、
医
療
費
控
除
の
さ
ら
な
る
推
進
の

必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

全
国
の
温
泉
地
に
と
っ
て
、

「
歴
史
的
な
開
拓
」
を
報
告　

　

本
市
は
首
藤
勝
次
市
長
が
参
加
。
入
湯
税

を
活
用
し
た
全
国
初
の
「
温
泉
療
養
保
健
制

度
を
用
い
た
長
期
滞
在
に
よ
る
平
準
化
」（
休

前
日
、
休
日
以
外
の
平
日
な
ど
の
稼
働
率
向

上
及
び
連
泊
促
進
）
や
、
友
好
姉
妹
都
市
で

温
泉
療
養
先
進
国
「
ド
イ
ツ
・
バ
ー
ド
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
」
の
事
例
を
挙
げ
、
炭
酸
泉

な
ど
の
温
泉
を
核
と
し
た
「
温
泉
療
養
」
と
、

自
然
豊
か
な
久
住
高
原
や
歴
史
の
あ
る
城
下

町
な
ど
の
観
光
素
材
を
融
合
さ
せ
た
、「
保
養

地
形
成
の
重
要
性
」
を
発
表
。
さ
ら
に
、
国

の
地
方
創
生
先
駆
型
事
業
へ
の
挑
戦
と
、
満

額
採
択
等
の
報
告
を
通
じ
て
、
近
年
の
健
康

ブ
ー
ム
や
個
人
旅
行
の
多
様
化
、
景
気
に
左

右
さ
れ
な
い
総
合
力
を
持
ち
得
る
、
温
泉
地

形
成
の
必
要
性
を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
議
論
の
中
で
、
観
光
と
い
う

分
野
の
温
泉
活
用
で
な
く
、
他
の
温
泉
泉
質

に
は
な
い
「
温
泉
力
」
を
活
か
し
た
取
り
組

み
に
よ
っ
て
、「
国
民
の
健
康
づ
く
り
に
寄
与

す
る
」
と
い
う
共
通
認
識
が
導
か
れ
ま
し
た
。

全
国
20
か
所
で
し
か
享
受
で
き
な
い
「
温
泉

療
養
に
よ
る
医
療
費
控
除
の
要
件
緩
和
」
な

ど
、
新
た
な
温
泉
地
の
役
割
と
し
て
、「
温
泉

地
が
相
互
に
連
携
し
て
推
進
を
図
る
」
と
い

う
こ
と
で
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
７
自
治
体
の
首
長
は
、
共
同
宣

言
を
採
択
し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

＊

　

現
在
、
竹
田
市
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
生

活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
の
あ
る
方
へ
の
保
健
指

導
試
行
事
業
（
全
国
で
７
か
所
）
で
あ
る
「
宿

泊
型
新
特
定
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
へ

の
温
泉
の
利
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
観
光
分
野
だ
け
で
な
く
、
竹
田
市

内
の
温
泉
が
も
つ
極
上
の
「
温
泉
力
」
を
武

器
に
、
ほ
か
の
温
泉
地
と
の
差
別
化
を
図
り

な
が
ら
、
知
名
度
の
向
上
を
含
め
、
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

↑本市の政策内容と、期待さ
れる成果について発表した首
藤市長

〔写真左から〕
フォーラムに参加した７市町長、
大芝正和北杜市副市長（山梨県）、
山崎昌徳倉吉市副市長（鳥取県）、
田中清善阿賀野市長（新潟県）、
門脇光浩仙北市長（秋田県）、三友紀男、
NPO と温泉フォーラム会長、
江頭実菊池市長（熊本県）、
首藤市長、工藤栄光豊富町長（北海道）

授
け
ら
れ
た「
温
泉
力
」で

国
民
の
健
康
づ
く
り
を
担
う
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市
長
表
彰
　
　  （
個
人
）

◆
社
会
民
生

　

太
田　

正
一
（
荻
・
叶
野
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
行
政
相
談
委

　

員
と
し
て
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ

　

れ
ま
し
た
。

　

内
川　

鈴
子
（
竹
田
・
宮
戸
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
愛
育
保
健
推

　

進
員
を
務
め
地
域
の
健
康
づ
く
り

　

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
井　

ち
よ
（
竹
田
・
赤
坂
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
愛
育
保
健
推

　

進
員
を
務
め
地
域
の
健
康
づ
く
り

　

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
振
興

　

森　

敏
信
（
久
住
・
平
木
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
久
住
地
域
の

　

環
境
美
化
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬　

章
司
（
竹
田
・
長
小
野
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
竹
田
市
農
業

　

委
員
と
し
て
法
令
に
基
づ
く
適
正

　

な
農
地
行
政
に
積
極
的
に
取
り
組

　

み
、
竹
田
市
農
業
の
発
展
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
自
治

　

徳
永　

信
二
（
荻
・
木
下
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
市
議
会
議
員

　

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
田　

啓
二
（
竹
田
・
穴
井
迫
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
市
議
会
議
員

　

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
小
田
秀
之
（
竹
田
・
次
倉
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
市
議
会
議
員

　

と
し
て
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与

　

さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
表
彰
　
　  （
団
体
）

◆
社
会
民
生

　

大
分
県
立
竹
田
高
等
学
校　

　

生
徒
会
（
竹
田
）

　
　

観
光
客
を
含
め
常
日
頃
よ
り
、

　

生
徒
が
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
交
わ

　

す
こ
と
で
、
竹
田
市
の
イ
メ
ー
ジ

　

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
竹
田
市
功
労
者
表
彰	

→
[ 前列左から ]　荻
町ボランティアの
会（盛長さん）、太
田正一さん、渡部
親雄さん、徳永議
員、佐田議員、日
小田議員、廣瀬章
司さん、後藤尚子
さん

[ 後列左から ]　土
居県議、吉野教育
長、坂梨議長、首
藤市長、竹田高校
生徒会副会長（御
沓竜也さん）、竹田
高校生徒会長（山
口優史さん）、工藤
厚憲さん、竹田高
校後藤校長、森敏
信さん、足立正典
さん、竹田南高校
生徒会長（中島遼
人さん）、竹田南高
校（竹永教諭）、竹
田高校（仁木教諭）、
野田副市長

功
績
を
讃
え
て

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
竹
田
市
は
市
政
の
推
進
や
様
々
な
分
野
で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び

団
体
に
対
し
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
首
藤
市
長
か
ら
表
彰
状
を
８
名
、
４
団
体
、
感
謝

状
を
個
人
１
名
に
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
野
英
勝
教
育
長
か
ら
、
竹
田
の
教
育
・
芸
術
に
功
労
の

あ
っ
た
５
名
に
表
彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）
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竹田市功労者表彰

　

学
校
法
人
稲
葉
学
園　

竹
田
南

　

高
等
学
校　

生
徒
会
（
竹
田
）

　
　

観
光
客
を
含
め
常
日
頃
よ
り
、

　

生
徒
が
気
持
ち
よ
く
挨
拶
を
交
わ

　

す
こ
と
で
、
竹
田
市
の
イ
メ
ー
ジ

　

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

荻
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
（
荻
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
地
域
で
率
先

　

し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
地

　

域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

　

た
。

　

株
式
会
社　

丸
福
代
表
取
締
役

　

社
長　

工
藤
厚
憲
（
荻・西
福
寺
）

　
　

地
域
密
着
型
の
経
営
を
目
指

　

し
、
地
元
雇
用
を
最
優
先
に
地
域

　
の
雇
用
創
出
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

た
し
ま
し
た
。
県
内
受
賞
者
は
廣
中

さ
ん
を
含
め
３
人
。
市
内
で
は
初
め

て
の
受
賞
と
の
こ
と
で
す
。

　

昭
和
52
年
に
拝
田
原
店
を
開
業
。

以
来
、
常
に
時
代
を
先
見
し
、
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
経
営
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
19
年
6
月
に
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
認
証
取
得
す
る
な

ど
環
境
に
考
慮
し
な
が
ら
地
域
社
会

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
中
さ
ん
は
「
こ
の
仕
事
を
し
て

き
て
、
最
高
の
賞
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
家
族
、
従

業
員
、
お
客
様
が
あ
っ
て

こ
そ
の〟

私
〟で
す
。
皆

様
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

 

教
育
委
員
会
表
彰
　（
個
人
）

◆
教
育
振
興

　

渡
部　

親
雄
（
竹
田
・
大
正
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
評
議
員

　

を
務
め
ら
れ
学
校
運
営
や
教
育

　

活
動
の
推
進
に
寄
与
に
寄
与
さ
れ

　

ま
し
た
。

　

足
立　

正
典
（
竹
田
・
吉
田
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
評
議
員

　

を
務
め
ら
れ
学
校
運
営
や
教
育

　

活
動
の
推
進
に
寄
与
に
寄
与
さ
れ

　

ま
し
た
。

　

佐
名
田　

誓
（
久
住
・
馬
場
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
学
校
評
議
員

　

を
務
め
ら
れ
学
校
運
営
や
教
育

　

活
動
の
推
進
に
寄
与
に
寄
与
さ
れ

　

ま
し
た
。

◆
芸
術
振
興

　

伊
藤　

京
子
（
東
京
都
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
全
国
高
等
学

　

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
声

　

楽
家
の
育
成
及
び
本
市
の
文
化
振

　

興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

三
林　

輝
夫
（
神
奈
川
県
）

　
　

永
年
に
わ
た
り
、
全
国
高
等
学

　

校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
員
と

　

し
て
同
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
展
と
声

　

楽
家
の
育
成
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

 

市
長
感
謝
状

　

後
藤　

尚
子
（
別
府
市
）

　

故
後
藤
重
巳
氏
が
所
蔵
し
て
い
た

歴
史
や
文
化
財
等
に
関
す
る
貴
重
な

図
書
６
千
冊
余
り
を
寄
贈
さ
れ
、
本

市
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
分
県
か
ら
竹
田
市
の
個
人
２

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 (

敬
称
略
）

県
功
労
者

　
【
社
会
福
祉
保
健
】

　

大
久
保
健
作
（
久
住
町
・
県
老

　

人
保
健
施
設
協
会
長
）

　
【
生
活
環
境
衛
生
】

　

甲
斐
広
見
（
久
住
町
・
環
境
省

　

自
然
公
園
指
導
員
）

↑首藤市長から表彰状を受け取る功労者の皆様

廣ひ
ろ
な
か中
昌あ
き
雄お

さ
ん
が

「
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」

県
功
労
者
表
彰
受
賞

　

29
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、
保

護
司
と
し
て
、
罪
を
犯
し
た
少
年

の
精
神
的
、
社
会
的
な
支
え
と
な

る
保
護
活
動
な
ど
、
犯
罪
予
防
の

取
り
組
み
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
竹
田
保
護
区
保
護
司
会
会

長
。

　
「
保
護
司
の
先
輩
方
や
会
員
の
皆

さ
ん
、
地
域
の
家
族
ほ
か
、
多
く

の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
受
章
で
す
。

感
謝
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

　

思
え
ば
、
更
生
し
た
青
年
が
結

婚
相
手
と
正
月
に
訪
ね
て
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
嬉
し
く
て
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
の
ひ
と
つ
。
こ

れ
か
ら
も
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

　

10
月
29
日
、
国
土
交
通
省
は
平
成

27
年
自
動
車
関
係
功
労
者
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
発
表
し
、
多
年
に
わ

た
り
自
動
車
整
備
事
業
の
振
興
に
努

め
斯
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
、
㈱

新
光
代
表
取
締
役
会
長
の
廣
中
昌

雄
さ
ん
（
拝
田
原
・
73
歳
）
が
『
自

動
車
整
備
関
係
』
部
門
で
受
賞
を
果

↑「“ 健康 ” と “ 仕事 ” を大事に！」と人
　生の秘訣を語っていただいた廣中さん

 
秋
の
叙
勲　

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
瑞
宝
双
光
章

　
羽は

だ

の
田
野
秀ひ
で

夫お　

さ
ん
（
74
歳
・
折
立
）
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決　算

竹田市の財政状況をお知らせします 決算
　竹田市の平成 26 年度の決算がまとまりました。税金や 国・県からの交付金などにどのくらい
収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で、竹田市をチェックしてください。

地方自治法第 243 条の３第 1 項、竹田市財政状況の
作成及び公表に関する条例第 2 条の規定に基づき、
平成 26 年度の決算状況を公表します。

市民１人あたりの行政サービス
1 人あたり 1 年間で 851,978 円が使われました。昨年度より 38,525 円の減。

1 人あたりの市税負担は 78,634 円。昨年度より 2,296 円の増。

議会・総務費
157,089 円

民生費
197,544 円

衛生費
39,361 円

労働・商工費
21,699 円

農林水産業費
108,514 円

地方税の内訳 土木・災害復旧費
126,177 円

消防費
52,395 円

教育費
54,607 円

公債費
94,592 円

市議会や市役所の運営、
選挙、市税など

高齢者、障がい者、児
童福祉など

検診や予防接種、ゴミ
やし尿処理など

雇用対策、商工業や観
光の振興など

農業や林業の振興など

道路や河川、住宅や公
園の整備など

消防、水防、救助活動
など

学校教育・文化・スポー
ツ振興など

市の借金の返済など税目 市 民 1 人 あ
たりの負担額

市 民 税 31,110 円
固 定 資 産 税 36,467 円
軽 自 動 車 税 3,155 円
市 た ば こ 税 6,204 円
入 湯 税 831 円
都 市 計 画 税 867 円

合計 78,634 円

　基金は、安定的な財政運営を行うため、特定の目的別
に積み立てられ、または、定額運用するために設けられ
た資金及び財産です。平成 26 年度の残高は、財政調整
基金 37 億 6,171 万円、減債基金 5 億 1,958 万円、そ
の他特定目的基金 54 億 9,250 万円、定額運用基金 1 億
6,819 万円となっています。
　また、資金調達のために負担する債務で一会計年度を
超えて行われるものを地方債（市債）といいます。地方
債で整備した道路や公共施設などは、市民の皆さんが将
来にわたり利用するものです。その返済は利用する次の
世代の方々にも負担してもらうという考えに基づいてい
ます。
　平成 26 年度の地方債発行額は 9 億 6,526 万円で、主
な事業は道路改良事業、県営土地改良事業、消防救急デ
ジタル無線整備事業等がありました。

　実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、
将来負担比率を用いて地方公共団体の財政状況や経営状
況を把握します。このいずれかが一定基準以上となった
場合には、財政健全化計画または財政再生化計画を策定
し、財政の早期健全化を図らなければなりません。
　竹田市の実質赤字比率、連結実質赤字比率は赤字額
がありませんでした。実質公債費比率は 5.2％、将来負
担比率は 11.8％となっており、昨年度より改善してい
ます（平成 25 年度実質公債比率 6.2％、将来負担比率
23.4％）。
　引き続き計画的な地方債の発行や有利な地方債の活用
により、財政基盤の強化に努めていきます。

基金と地方債
基 金 は 過 去 最 高 額（99 億 4,197 万 円 ）
借 金 は 過 去 最 少 額 （166 億 8,709 万円）

健全化判断比率
いずれも早期健全化基準を下回り、

健全な財政状況となっています。

健全判断化比率 比率 早期健全化基準
実 質 赤 字 比 率 − 13.18％
連結実質赤字比率 − 18.18％
実質公債費比率 5.2％ 25.0％
将 来 負 担 比 率 11.8％ 350.0％
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竹田市の財政状況をお知らせします

竹田市の財政状況をお知らせします
　竹田市の平成 26 年度の決算がまとまりました。税金や 国・県からの交付金などにどのくらい
収入があり、どのように使われたのか、みなさんの目で、竹田市をチェックしてください。

一般会計の歳入と歳出 歳入 211 億 5,222 万円、うち自主財源は 　47 億 9,425 万円。
歳出 200 億 8,112 万円、うち義務的経費に 80 億 3,649 万円。

　人件費、扶助費、公債費などの経常経費に、地方税や
地方交付税等の経常一般財源がどの程度投入されたかを
見る指標で、この比率が低いほど普通建設事業費などの臨
時経費に充当できる一般財源があり、財政構造が弾力性に
富んでいることになります。
　県内平均の経常収支比率が上昇している中、本市では
去年の水準をほぼ堅持し、平成 25 年度の 87.4％から平成
26 年度は 87.3％と、0.1% 改善しました。

　基準財政収入額（標準的な財政収入）を基準財政需要
額（標準的な財政需要）で割って得た数値の過去 3 年間
の平均値を財政力指数といい、地方公共団体の財政力を
示す数値です。
　この値が高いほど財政力が強いということになります
が、竹田市は 0.235 で、今後も収納率の向上や企業誘致
など財政基盤の強化が求められます。

経常収支比率　平成25年度より0.1%改善 財政力　国への依存度が高い

95

90

85

県内平均竹田市
22年度 23年度 24年度

経常収支比率

25年度 26年度

89.4
90.6

89.8
91.1

91.8 90.6
92.3

87.387.4
86.2

0.253

0.235

0.243

0.2370.237

0.2360.236 0.2340.234

0.2360.236 0.2350.235

0.2340.234
0.239

0.260

0.250

0.240

0.230

0.220

財政力指数（単年度）財政力指数（3ヵ年平均）
22年度 23年度 24年度

財政力

25年度 26年度

○地方交付税：国内一定水準の行政サービスを提供するために国から交付されたお金
○地方譲与税：国税として徴収された後、地方自治体の財源として譲与される租税
○国庫・県支出金：特定の目的のために県や国から交付されたお金

○地方債：市民のための施設や道路の建設工事や災害復旧事業にあてるための借入金
○繰越金：前年度の会計から持ち越されたお金
○繰入金：各種基金などから繰り入れるお金

　平成 26 年度の一般
会計の歳入は、211 億
5,222 万円でした。
　内訳は国・県の補助
金等を頼りにした依存
財源が 163 億 5,797 万
円で 77％、市の自主財
源のうち地方税（市税）
は 18 億 5,341 万円で、
歳入全体の約 9％ほど
です。

　平成 26 年度の一般会
計の歳出は、200 億 8,112
万円でした。性質的に見
ると、義務的経費（人件
費・扶助費・公債費）が
80 億 3,649 万円で全体
の 40％、そのうち借金返
済のための公債費が 22
億 2,954 万円です。投資
的経費（普通建設事業
費・災害復旧事業費）が
47 億 9,018 万円で 24％、
その他の経費（物件費
等）が 72 億 5,445 万円
で 36％となっています。

歳入

地方交付税
90億1,989万円（43％）

地方譲与税ほか
5億9,937万円（3％）

繰越金ほか
19億4,417万円
（9％）

繰入金
9億9,667万円
　　　   （5％）

地方税
18億5,341万円（9％）地方債

9億6,526万円
（4％）

歳入合計
211億
5,222万円

国庫支出金
19億7,953
万円（9％）

県支出金
37億9,392万円
（18％）

歳出

歳出合計
200億
8,112万円

人件費
36億3,122万円
（18％）

繰出金ほか
33億2,161万円
（17％）

扶助費
21億7,573
万円（11％）物件費

26億1,981
万円（13％）

普通建設事業費
27億5,286万円
（14％）

災害復旧事業費
20億3,732万円
（10％）

補助費等
13億1,303万円
（6％）

公債費
22億2,954
万円（11％）
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決　算

 今後の財政運営について……
　今回は平成 26 年度の決算状況をお知らせしました。平成 24 年７月の豪雨災害からの復旧・復興を最優先に、安全・安心・
豊かな暮らしのための予算配分に努めてきました。３年かかりましたが、平成 26 年度で農林水産施設と公共土木施設の災
害復旧事業は完了したことになります。
　今後も、これまで取り組んできた対話行政をさらに推進し、城下町再生プロジェクトや、農林畜産業・観光業などの地
場産業の育成にも可能な限り対応していくとともに、「公共施設等総合管理計画」を策定し、老朽化した公共施設等の維持
管理費対策にも取組んでいく予定です。
　事務事業の見直しや組織・機構の見直し、定員管理計画に基づく人件費等の経常経費の削減に努め、中・長期的な戦略
を立て、将来を見据えた行財政運営を行っていく予定です。市民の皆様には今後も、広報誌やホームページ、ケーブルテ
レビなどを通して市の財政状況等をお知らせしていきます。

　収益的収入及び支出は、水道事業の経営活動に伴い発生する収益と、それに対応する費用の収支をいいます。主な収
入は水道料金で、支出は総係費、配水及び給水費等です。
　資本的収入及び支出は、水道事業の将来の経営活動に備えて行う建設改良等に要する収支をいいます。主な収入は工
事負担金やその他資本的収入で、支出は建設改良費や企業債の償還金等です。不足額は、消費税及び地方消費税資本的
収支調整額（800 万円）、当年度分損益勘定留保資金（2,122 万円）、減債積立金（1,323 万円）、建設改良積立金（100
万円）、過年度損益勘定留保資金（3,419 万円）で補填しました。

　市税のうち都市計画税と入湯税は、特定の財政需要をまかなうために課
税される目的税です。
　都市計画税は、竹田市においては都市計画区域のある竹田地域の一部が
対象となります。
　平成 26 年度の都市計画税徴収額は 2,043 万円で、竹田玉来線街路事業
負担金と当事業等に係る地方債の償還金に充てています。
　入湯税は、竹田市では条例により日帰り客への課税を免除していますの
で、主として宿泊入湯客が課税の対象となります。
　平成 26 年度の入湯税徴収額は 1,958 万円で、観光振興としてパンフレッ
ト製作、観光宣伝活動、観光誘致対策事業等の費用に充てています。

　観光施設の譲渡などの理由により、土
地・建物は 12,384㎡減少しました。

水道事業会計決算状況　１戸あたりの月額水道料金　3,837円（消費税抜）

目的税　入湯税と都市計画税の使いみち財産　土地・建物は減少

特別会計

収益的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

1 億 7,824 万円 1 億 8,906 万円 △ 1,082 万円

財産の種類 財産状況
土　地 36,398,153㎡

うち山林 14,267,976㎡
建　物 238,660㎡
立　木 362,982㎡
車　両 200 台

資本的収入及び支出
収入額 支出額 差　引

4,945 万円 1 億 2,709 万円 △ 7,764 万円

業務量
事　項 平成 26 年度

年 度 末 給 水 人 口 7,086 人
年 度 末 給 水 戸 数 3,392 戸
年 間 配 水 量 1,351,217㎥
１ 日 平 均 配 水 量 3,702㎥
有 収 率 66.84%

企業債残高
財 務 省 九 州 財 務 局 3 億 702 万円
地方公共団体金融機構 2,325 万円

計 3 億 3,027 万円

固定資産の現在高
有 形 固 定 資 産 15 億 4,850 万円
無 形 固 定 資 産 8 万円

会　計　名 歳入額 歳出額 差　引 会　計　名 歳入額 歳出額 差　引
竹田市立こども診療所特別会計 9,692万円 8,077万円 1,615万円 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2億8,039万円 2億8,034万円 5万円
長湯温泉療養文化館特別会計 5,051万円 4,655万円 396万円 農業集落排水事業特別会計 1億2,016万円 1億2,009万円 7万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 35億9,544万円 35億9,245万円 299万円 浄化槽整備推進事業特別会計 1億8,891万円 1億8,886万円 5万円
後期高齢者医療特別会計 3億6,462万円 3億6,432万円 30万円 国民宿舎久住高原荘事業特別会計 3億1,869万円 3億1,866万円 3万円
介 護 保 険 特 別 会 計 34億8,252万円 33億1,764万円 1億6,488万円 国民宿舎直入荘事業特別会計 3,693万円 3,693万円 0万円
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農　業

■
捕
獲
の
更
な
る
強
化
に
向
け
て
！

〇
猟
期
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
捕
獲

　
報
償
金
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

竹
田
市
に
お
け
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ

カ
の
捕
獲
数
は
５
年
前
に
比
べ
て
大

き
く
伸
び
て
き
て
お
り
、
有
害
鳥
獣

被
害
額
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
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然
と
し
て
３
５
０
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万
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を

超
え
る
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農

作
物
被
害
が
あ
り
ま
す
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そ
の
中
で
も
約
８
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が
イ
ノ
シ
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に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
先
般
は
竹
田

城
下
町
に
イ
ノ
シ
シ
が
出
没
し
住

宅
地
で
大
き
な
騒
ぎ
に
な
る
な
ど
、

益
々
行
動
範
囲
を
拡
大
し
て
い
ま

す
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こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め

に
は
、
防
御
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で
有
害
鳥
獣
を
締
め
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す
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策
と
併
せ
て
、
有
害
鳥
獣
そ

の
も
の
の
個
体
数
を
減
少
さ
せ
る
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と
が
根
本
的
に
必
要
と
な
り
ま
す
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こ
の
た
め
、
竹
田
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で
は
有
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鳥

獣
被
害
の
軽
減
の
た
め
今
ま
で
捕
獲

報
償
金
の
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象
で
無
か
っ
た
猟
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捕
獲
報
償
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獲
の
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化
を

図
り
ま
す
。

■
「
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
」
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
！

　

11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
猟
友

会
の
支
部
長
会
議
に
お
い
て
、
捕
獲

班
の
活
動
範
囲
に
つ
い
て
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
域
ご
と
13
班

あ
る
捕
獲
班
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

だ
け
で
な
く
竹
田
市
全
域
（
保
護
区

な
ど
特
別
な
地
区
は
除
く
）
で
有
害

鳥
獣
捕
獲
活
動
を
行
い
ま
す
。
１
頭

で
も
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
を
捕

獲
す
る
た
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  
有
害
鳥
獣
か
ら
大
切
な
農
地
を
守
る
た
め
に

農
作
物
被
害「
減
少
」へ
の
挑
戦
！

↑ワナにかかって捕獲されたイノシシ

○有害鳥獣被害額　　　　　　　　　　（単位：千円）

H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度

被害額 55,103 42,551 34,369 36,368 35,398

○イノシシ・シカ捕獲頭数　　　　　　　（単位：頭）

捕獲数 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度

イノシシ 527 592 552 899 1,097

シカ 64 360 505 664 1,108

○有害鳥獣捕獲者数　　　　　　　　　　（単位：人）

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

捕獲者数 244 239 261 270 275 313

※年度当初の人数。平成27年度は現在の人数。

　イノシシなどの有害鳥獣から農地を守るためには
「集落環境対策」「防護柵」「捕獲対策」この３つの対
策を総合的に行うことが有効です。
〇集落環境対策
 ・エサ場や荒地をなくして近づけさせない！
　農地の近くの耕作放棄地や休耕地はイノシシが身を
潜める格好の隠れ場所となります。農地だけでなく周
辺も含めて、草刈りなどの適正な管理を行いましょう。
また農作物以外でも、身の回りの思わぬものがイノシ
シを引き寄せるエサになります。
　ここがエサ場だと学習させないように、農地や家の
周りの環境を再度見直しましょう。
〇防護柵
 ・防護柵を設置して侵入させない！
　農地を守るのに特に有効なものが防護柵です。防護
柵には電気柵や金網柵、ネット柵、トタン柵など色々

と種類があります。それぞれの防護柵の特徴を理解し
農地にあった防護柵を設置しましょう。
〇捕獲対策
 ・狩猟免許を取得する！
　イノシシなどの野生鳥獣を捕獲するためには狩猟免
許が必要です。狩猟免許試験については毎年７月から
９月の間、県にて数回行われています。
　全国的に狩猟者の減少が問題となっている中、竹田
市では年々狩猟者が増えています。今季は過去最高の
313 人もの狩猟者が捕獲従事者として登録し有害鳥獣
捕獲を行っています。

これだけは知っておきたい！イノシシ対策
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12
月
３
日
か
ら
９
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す

　

障
が
い
者
や
そ
の
家
族
の
方
の
声

を
聞
く
こ
と
で
理
解
を
深
め
、
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
地
域
で
心
豊
か

に
暮
ら
し
働
け
る
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
竹
田
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

*

　

今
回
は
市
内
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
「
株
式
会
社　
華
陽
会
し

ら
ゆ
り
」（
以
下
、
し
ら
ゆ
り
）
を

紹
介
し
ま
す
。

　

し
ら
ゆ
り
は
、
地
域
の
活
性
化
と

福
祉
向
上
を
目
指
し
「
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
」（
※
）を
開
所
し
て
、

本
年
８
月
で
満
６
年
を
迎
え
ま
し

た
。
個
人
の
能
力
や
適
性
に
応
じ
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
心
掛
け
て
支
援

を
し
て
お
り
、
元
小
学
校
の
校
舎
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
校
舎
の
多
く
の

部
屋
を
通
所
し
て
い
る
方
の
特
性
に

合
わ
せ
て
活
用
し
、
快
適
な
環
境
作

り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
か
ら
ス
タ
ッ
フ
12
名
、
パ
ー

ト
６
名
の
雇
用
を
行
い
、
利
用
者
45

名
と
と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

域
か
ら
特
産
物
の
仕
入
を
行
い
、
そ

れ
を
活
用
し
た
加
工
食
品
の
ア
イ
テ

ム
は
30
品
目
を
超
え
て
い
ま
す
。
し

ら
ゆ
り
で
作
っ
た
商
品
は
、
地
元
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
や
道
の
駅
を
始

め
、
市
外
・
県
外
へ
も
納
品
。
今
年

４
月
か
ら
は
、
原
料
に
こ
だ
わ
っ
た

パ
ン
の
製
造
と
移
動
販
売
も
始
め
、

手
作
り
パ
ン
の
安
全
・
安
心
な
味
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の

共
同
住
居
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
も

男
性
棟
（
２
棟
）、
女
性
棟
（
１
棟
）

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

株
式
会
社
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、

利
用
者
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

※
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
は
…

　
一
般
企
業
等
で
の
就
労
が
困
難
な

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
、
働
く
場

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
知
識
お
よ

び
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
訓

練
を
行
う
場
で
す
。

　
〔
事
業
所
名
称
〕

　　
株
式
会
社　

華
陽
会
し
ら
ゆ
り

　
〔
所
在
地
〕

　　
〒
８
７
８-

０
０
０
６

　　
竹
田
市
大
字
平
田
５
７
８
２
番
地
１　

　　
☎
０
９
７
４-

62-

４
０
２
２

寄
り
添
い
、ぬ
く
も
り
の
あ
る
社
会
へ

し
あ
わ
せ
な
未
来
を
願
っ
て
︱
︱

ひ
だ
ま
り
の
会

（
障
が
い
児
を
持
つ
親
の
会
）

　

平
成
９
年
に
障
が
い
を
も
つ
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
竹
田
に
住
ん
で
い
る
子
ど
も
た

ち
の
幸
せ
な
未
来
を
願
っ
て
、
保
護

者
や
周
り
の
人
が
手
を
つ
な
ぎ
、
共

に
悩
ん
だ
り
学
習
し
て
い
る
会
で
す
。

会
の
活
動
は
、
保
護
者
同
士
の
意
見

交
換
会
、
学
習
会
、
交
流
会
（
12

月
に
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会
を
行
い
ま

す
）
で
す
。

　

偶
数
月
の
第
２
水
曜
日
、
午
前
10

時
か
ら
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

普
段
の
生
活
の
中
で
、
同
じ
よ
う

な
お
子
様
を
持
つ
親
と
出
会
う
機
会

が
な
く
、
一
人
で
悩
み
を
抱
え
て
い

る
方
、
気
軽
に
お
話
し
ま
せ
ん
か
？

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
社
会
福
祉

課　
☎
63
―
４
８
１
１

↑竹田産の食材を使用した加工
品の数々。ポン菓子がおススメ！

美味しい匂いが漂う
調理室　　　　　→

↑旧小学校舎を利用した施設。明るい陽射しが差し込む部屋で
　ラベルシール貼り等の作業をする利用者のみなさん

↑昨年のクリスマス交流会「じゃんけんゲーム」の様子
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福　祉

  障がいをお持ちの方へ

あなたの地域での生活を応援します！
生活のなかで、不安だなと思うことは何ですか？　やってみたいことは何ですか？　どんな暮らしをしたい
ですか？　あなたの住む地域には、みなさんの生活を支える様々なサービスがあります。

　共同住居（グループホーム）
で生活するという方法もありま
す。
　グループホームには世話人等
がいて食事の用意等、生活のお
手伝いをしてくれます。

　一般企業での就労が困難な方
に働く場を提供している「就労
継続支援」を利用することがで
きます。
　体調に合わせて利用すること
ができます。

一人で生活を
するのは不安
だなあ

働いたりできる
のかなあ

？

まず一歩！ 相談してください
事　業　所　名 連　絡　先

一
般
相
談

竹田市障害者生活支援センター ☎ 63-9600

竹田市　心の相談支援事業所 ☎ 63-3346

サポートセンターサライ ☎ 0974-22-1041

相談支援事業所やまなみ ☎ 63-3008

福祉農場　コロニー久住　相談支援事業所 ☎ 77-2344

み
ん
な
で
防
ご
う
！

障
が
い
者
虐
待

　

障
が
い
者
虐
待
は
、
ど
こ
で
も
起

こ
り
う
る
身
近
な
問
題
で
す
。

　

虐
待
を
さ
れ
て
い
る
人
が
虐
待
だ

と
認
識
で
き
な
い
、
自
分
か
ら
被
害

を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
、

一
人
で
抱
え
込
ん
だ
り
、
放
置
し
た

り
せ
ず
に
竹
田
市
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

早
め
の
対
応
や
支
援
が
障
が
い
者

と
虐
待
者
双
方
の
救
済
へ
と
つ
な
が

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
市
社
会
福

祉
課
内
）

☎
0
９
７
４-

63-

４
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
７
４-

63-

０
９
８
８

SOS

　

10
月
14
日
、「
第
12
回
大
分
県
身

体
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
大
分
市
七
瀬
川
自
然
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

竹
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議

会
か
ら
選
手
６
名
が
参
加
。
最
後
ま

で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
で
、
大

い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

【
個
人
】
２
位
・
田
野
上
照
世

【
団
体
】
３
位
（
髙
橋
政
則
、
児
玉

隆
善
、
髙
橋
孝
枝
、
田
野
上
照
世
、

首
藤
武
士
、
岩
屋
清
光
）

※
団
体
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
平
成

28
年
度
第
10
回
九
州
身
体
障
害
者

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
（
北
九

州
大
会
）
の
派
遣
チ
ー
ム
と
な
り
ま

す
。

県
身
体
障
が
い
者
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
大
会

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
で
大
活
躍
！

↑竹田市から出場した選手のみなさん

　専門の相談員が、障がいのある方やそ
のご家族の医療・療育・就労等の相談を
お受けします。福祉サービスの利用を希
望される方は利用のお手伝いを行います。
来所でも電話でも相談できます。
　悩んでいる方、まず一歩踏み出してみ
ませんか？
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

　

11
月
７
日
、
第
63
回
男
子
・
第
28

回
女
子
「
大
分
県
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
」
が
初
め
て
市
内
久
住
町
南

登
山
口
の
日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
練
習

コ
ー
ス
」
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
か
ら
14
市
・
３
郡
か
ら
25

校
が
参
加
。
男
子
６
区
間
（
18
㎞
）・

女
子
５
区
間（
11
・91
㎞
）で
行
わ
れ
、

選
手
は
高
低
差
約
50
㍍
の
起
伏
の

富
ん
だ
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

市
代
表
と
し
て
、
男
子
は
竹
田
南

部
中
学
校
、
女
子
は
直
入
中
学
校

が
出
場
。ま
た
、開
催
地
出
場
と
し
て

久
住
中
男
子
・
女
子
が
エ
ン
ト
リ
ー
。

　

結
果
、
竹
田
南
部
中
（
工
藤
雅

文
︱
山
口
直
紀
︱
山
口
芳
起
︱
阿

南
龍
生
︱
森
本
聡
太
︱
阿
南
諒
磨
）

が
２
位
入
賞
、
直
入
中
（
中
村
朱
里

︱
中
村
萌
衣
︱
柏
木
七
海
︱
久
保

舞
衣
子
︱
久
保
香
凛
）
が
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

大
盛
況
！
ト
マ
ト
天
国
in 

お
ぎ

＆
荻
ふ
る
さ
と
祭
り

　　

11
月
３
日
、「
第
10
回
ト
マ
ト
天

国 

in 

お
ぎ
＆
第
36
回
荻
ふ
る
さ
と

祭
り
」
が
荻
福
祉
健
康
エ
リ
ア
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
も
「
荻
愛
育
保
健
推
進
協
議

会
ジ
ャ
ン
ボ
か
ぼ
ち
ゃ
大
会
」や「
ス

男子・竹田南部中が２位！
女子・直入中が３位！

テ
ー
ジ
発
表
」
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
が
同
時
開
催
さ
れ
、
終
日
会
場
は

多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

愛
好
家
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
懐
か

し
い
発
動
機
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
。
後

藤
一
夫
さ
ん
（
中
尾
・
65
歳
）
は
す

べ
て
の
部
品
を
木
製
に
し
た
発
動
機

を
出
品
し
、
注
目
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
費
や
し
た
制
作
期
間
は
４
か
月

と
い
う
渾
身
の
大
作
で
し
た
。

「竹田サフラン栽培研修会」開催

新たな栽培者の育成へ
　10 月 28 日、竹田市が日本一の生産
量を誇る「サフラン」の知識を学んでも
らおうと、平成 27 年度「竹田サフラン
研修会概要編」が J A おおいた竹田事業
部会議室で行われました。
　この研修会は、出荷量減少の改善に向
けて、新規栽培者の確保等を目的に「サ
フラン生産出荷組合」が主催。ブランド
化による販売を検討中の 24 名が参加し
ました。
　参加者は、講師が説明する「歴史」や

「栽培方法」を熱心に聞いていました。
　また、11 月５日は「花摘み」「花芯摘み」
の研修が栽培農家で行われ、作業内容や
栽培技術などの講義が行われました。こ
の日は新規栽培者や販売希望者、企業視
察者ら 38 名が参加。出荷に至るまでの
行程を熱心に質問していました。

↑トマト＆海鮮リゾットが大人気

竹田南部中５区の森本選手がアンカー
の阿南選手にタスキを託す !!　　　→

↑現地で栽培者の「生の声」を聞く参加者のみなさん

↑２位入賞を喜ぶ竹田南部中学校！

↑直入中４区の久保舞衣子選手から久保香凛選手へ

  県中学
  駅　伝

↑木製発動機を制作した後藤一夫さん

↓
か
ぼ
ち
ゃ
の
妖
怪
ウ
ォ 

　
ッ
チ
に
大
喜
び
！

75
歳
の
熊
谷
明
さ
ん
が
大
活
躍

　

今
年
75
歳
を
迎
え
た
熊
谷
明
さ
ん

（
牧
ノ
元
）の
写
真
作
品「
我
が
家
の

キ
イ
ち
ゃ
ん
」が「
第
28
回
全
国
健
康

福
祉
祭
や
ま
ぐ
ち
大
会
」に
出
品
。
ま

た
、
10
月
30
日
に
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
た 「
第
36
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ

陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
２
０
０
０

㍍
Ｓ
Ｃ
等
に
出
場
し
、
３
位
入
賞
。

大
活
躍
の
熊
谷
さ
ん
は
「
健
康
で
あ

れ
ば
こ
そ
。
人
生
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

地
域
の
防
犯
に
尽
力

　

10
月
９
日
、
県
安
全
・
安
心
ま
ち

づ
く
り
県
民
大
会
が
大
分
市
・
い
い

ち
こ
音
の
泉
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

地
域
の
防
犯
活
動
な
ど
に
貢
献
し
た

個
人
・
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

竹
田
市
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
全
国
表
彰
伝
達
】

　

防
犯
栄
誉
金
章
・
後
藤
利
己
（
竹

　

田
直
入
青
少
年
育
成
協
議
会
）

　

防
犯
栄
誉
銀
章
・
大
石
裕
子
（
主

　

婦
・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

【
県
防
犯
協
会
理
事
長・県
警
本
部
長

表
彰
】

　

林
長
男
（
阿
蔵
地
区
安
全
防
犯
パ

　

ト
ロ
ー
ル
隊
隊
長

【
県
安
全・安
心
ま
ち
づ
く
り
奨
励
賞
】

　

竹
田
無
線
赤
十
字
奉
仕
団
防
犯
パ

　

ト
ロ
ー
ル
隊
（
今
村
善
次
隊
長
）

　
　
＊

　

防
犯
栄
誉
金
章
を
受
賞
し
た
後
藤

さ
ん
は
「
地
域
の
防
犯
の
た
め
に
、

今
後
も
活
動
を
続
け
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

竹
田
食
品
衛
生
協
会
（
長
松
英
二

会
長
）
は
10
月
中
旬
か
ら
11
月
中
旬

に
か
け
て
、
冬
場
の
宴
会
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、「
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
食
中

毒
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
地
区
別
講
習

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
は
県
内
で
発
生
し
た
事
例
を

紹
介
し
な
が
ら
、
新
型
の
流
行
が
予

想
さ
れ
る
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
注

意
喚
起
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

↑〔写真左から〕大石さん、後藤さん、
首藤市長、林さん

り
、
11
月
17
日
、
救
助
工
作
車
Ⅱ
型

配
車
式
が
竹
田
市
消
防
本
部
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
工
作
車
は
、
主
に
救
助
活
動

を
必
要
と
す
る
災
害
に
出
場
し
、
ク

レ
ー
ン
装
置
（
最
大
容
量
２・９
㌧

級
）
や
ウ
イ
ン
チ
装
置
（
最
大
直
引

能
力
５
㌧
級
）、
上
昇
式
発
電
照
明

装
置
等
、
最
新
救
助
資
機
材
を
装
備

し
て
い
ま
す
。
購
入
費
は
９
７
７
１

万
８
４
０
０
円
。

　

は
じ
め
に
安
全
を
祈
願
す
る
神
事

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
配
車
式
で

は
、
首
藤
市
長
が
「
市
民
の
安
心
と

安
全
を
守
る
た
め
、
さ
ら
な
る
現
場

力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
挨
拶
し
、
工
藤
忠
孝
救
助
担

当
司
令
に
マ
ス
タ
ー
キ
ー
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　

新
救
助
工
作
車
は
、
12
月
１
日
よ

り
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

「食中毒」予防を心がけます！
　

南
部
小
学
校
（
田
北
敏
彦
校
長
・

１
８
２
人
）
が
別
府
重
度
障
害
者
セ

ン
タ
ー
に
ホ
タ
ル
を
贈
る
「
友
情
の

蛍
お
く
り
」
が
今
年
50
回
目
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
、
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
が
11
月
12
日
、
南
部
小
学
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
と
利
用
者
は
体
育
館
で

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　秋の行楽シーズンを前に、地元企
業が竹楽のコースのゴミ拾い・公衆
トイレ掃除、また地元有志グループ
が岡城観光道路のモニュメント清掃
を行いました。観光客の皆様をきれ
いな町でお迎えすることができます。
ありがとうございました。

救
助
工
作
車
Ⅱ
型
配
車
式

市
民
の
安
心
と
安
全
を

　
守
る
頼
も
し
い
戦
力
！

　

救
助
活
動
の
高
度
化
・
円
滑
化
を

推
進
す
る
た
め
、
老
朽
化
の
著
し
い

平
成
８
年
導
入
の
救
助
工
作
車
及
び

救
助
資
機
材
を
更
新
す
る
こ
と
に
な↑マスターキーを受けとる工藤救助担当司令

↑全国に竹田を PR した「陽はまたのぼる」ファミリー

き
れ
い
な
町
で
お
も
て
な
し

全国に感動を届けた「陽はまたのぼる」
　過去最高の全国1,482 店舗が参加した「第 10
回居酒屋甲子園大会」。11 月 10 日、決勝大会が
パシフィコ横浜国立大ホールで開催されました。
　今年も決勝に進出した「陽はまたのぼる」（竹
田本店）は全国各地から訪れた 5,000 人の大観
衆を前に、 今年のテーマ「COOL  LOCAL」を体
現するような、 故郷 ・ 竹田愛あふれる素晴らし
いプレゼンを繰り広げると、大きな拍手が贈ら
れました。

「友情の蛍おくり」
50回記念に訪問



広報たけた 平成 27 年12 月号 16

12月竹 田 市 の　 こ よ み

木　　　　            THU 金　　　                  FRI 土　　　                 SAT

3
・竹田温泉「花水月」休館日

4 5
・第 11 回歳末助け合いチャリティ
ーショー 9：00-17：00（久住公民館
くじゅうサンホール ）

10
・竹田温泉「花水月」休館日
・5 歳児健康診査 13：00-13：20 受
付（竹田市総合社会福祉センター）
※ 15：30 終了予定
・おはなしルーム 14：00-14：30（竹
田幼稚園）

11
・子牛市場開催日 9：30 セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）
・久住地域人権講演会 18：00 ～開
演〔講師〕人権バンド「ゆう」（久住
公民館くじゅうサンホール）

12
・第 42 回竹田市少年少女駅伝ロードレ
ース大会 9：30 開会式／ 9：50 スタート（竹
田市総合運動公園内周回コース） 
・童謡と絵本の会〔クリスマス会〕10：
00-11：30（佐藤義美記念館）
・第 10 回由学館セミナー講演会「祖母
傾ユネスコエコパーク認 定に向けて」
13：00-16：00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）
・荻地域人権講演会「うまれてきてくれて
　ありがとう」13：30 ～〔講師〕子育て
シンガー高橋亜美（mon）さん（荻福祉
健康エリア多機能室）

17
・竹田温泉「花水月」休館日
・まるごと博物館ゆかりの地を訪ねる
旅〔 荻 町 篇〕8：30 竹 田 駅・9：00 荻
小体育館集合／参加費 500 円（白水の
滝ほか）※１
・こころの健康相談 13：30-15：30（荻
福祉健康エリア）※要予約☎ 63-3346
・おはなしルーム 14：00-14：30（南部
幼稚園）

18 19
・食育の日
・第 27 回 クリスマス音 楽 の 夕べ
18：00-20：30 参加費大人 700 円（子
ども 500 円）（竹田商工会議所２階
ホール）問瀧廉太郎会事務局☎ 63-
1823

24
・竹田温泉「花水月」休館日
・長生湯休館日※ 23 日（水・祝日）
は通常営業 
・交通安全相談所巡回相談日〔予
約制〕10：00-15：00（豊肥振興局
☎ 0974-63-1171）
・こころの健康相談 13：30-15：30

（久住保健センター）※要予約☎ 63-
3346

25
・【納期限】市県民税４期・国民健
康保険税９期、介護保険料・後期
高齢者医療保険料６期

26

31
・水の駅おづる休業日
・長湯おんせん市場休業日

2015年（平成27年）

■ 2016年1月上旬の主な予定
1月1日㈮　 ・2016 荻地域新春歩こう会 5：30 ～受付 6：00 ～開会・
　　　　　　スタート〔コース〕荻公民館～馬背野「高鼻公園」※参
　　　　　　加料小学生以上100円　問荻公民館　☎ 68-2025
　　　　　  ・水の駅おづる休業日、 長湯おんせん市場休業日
1月4日㈪　 ・平成 28 年新年互礼会
1月10日㈰  ・平成 28 年竹田市消防団出初式 8：30 ～竹田市総合
　　　　　　運動公園陸上競技場
　　　　　 ・平成 27 年度竹田市成人式 13：00 ～（久住公民館く
　　　　　　じゅうサンホール）

第 69回
瀧 廉 太 郎 記 念 全 日 本
高等学校声楽コンクール
　10 月に開催された、第 69 回
瀧廉太郎記念全日本高等学校
声楽コンクール本選の模様をお
届けします。 今年は、 予選に
全国から 35 名の高校生が出場
し、11 名が本選に出場しました。
若き声楽家のみなさんの歌声を
お聞きください。

【放送日】
・第 1 部
　12 月 12 日、19 日、26 日　
　土曜日　午後８時～
※都合により放送時間を、変更
する場合がありますのでご了承
ください。
●お問い合せ　
竹田市ケーブルセンター☎76-1415

　平成 27 年 7 月 1 日㈬から
販売をいたしました「竹田市
消費喚起プレミアム商品券」
につきましては、ご利用可能
期間が平成 27 年 12 月 31 日
㈭までとなっており、期限を
過ぎますとご利用ができなく
な り ま す の で ご 注 意 く だ さ
い。
また、商品券購入時に配布い
たしました「地域消費喚起プ
レミアム商品券利用実態に関
するアンケート調査」の回答
期 限 は、 平 成 28 年 1 月 8 日
㈮までとなっております。ご
協力をお願いいたします。

■商品券の利用・アンケート
に関するお問い合わせ先

・竹田商工会議所☎ 63-3161
・九州アルプス商工会久住本所
☎ 76-0151

12/31㈭
まで

竹田市市制合併10周年記念
プレミアム商品券利用期限
迫る！

たけた市民チャンネル
平成 27 年 12 月特番情報

※ 1　竹田創生館　☎ 62-4100

花水月　年末年始のお知らせ １2 月 25 日㈮～ 1 月 6 日㈬休まず営業します。
○通常営業時間　12 月 30 日㈬〔朝風呂〕 6：00 ～ 8：30　〔大浴場〕11：00 ～ 22：00
○特別営業時間　12 月 31 日㈭〔朝風呂〕 6：00 ～ 8：30　〔大浴場〕11：00 ～ 21：00
　　　　　　　　1 月 1 日㈮〔大浴場〕 6：00 ～ 21：00（１階の朝風呂は致しません）
　　　　　　　　1 月 2 日㈯〔朝風呂〕 6：00 ～ 8：30　〔大浴場〕11：00 ～ 21：00
　　　　　　　　1 月 3 日㈰〔朝風呂〕 6：00 ～ 8：30　〔大浴場〕11：00 ～ 21：00
○通常営業時間　1 月 4 日㈪〔朝風呂〕 6：00 ～ 8：30　〔大浴場〕11：00 ～ 22：00
※露天風呂は 26 日㈯～ 3 日㈰の期間営業致します。ご家族、帰省客の皆さんと是非お越しください。お待ちしてます。
○営業時間の変更　露天風呂を 12 月～３月の間　土・日・祝日のみ（年末年始を除く）営業します。
●お問い合せ　竹田温泉花水月　☎ 64-1126
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竹 田 市 の　 こ よ みたけたん情報

1
・【陽目の里「名水茶屋」】12/1 ㈫より
冬季休業になります。
・【水琴館】二人展　阿南初夫・峯田宣
和　～ 12 ／4 ㈮まで
・おはなしのへや 10：30 ～ 11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13：30-15：30（直
入支所）※要予約☎ 63-3346
・第 12 回竹田市農業委員会総会 14：
00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

2
・水の駅おづる休業日

6
・【水琴館】JAPAN 竹田国際墨彩画
展～ 12 ／ 20 ㈰まで
・竹田墨彩画展オープニング
 9：00 ～（市民ギャラリー水琴館）

7
・荻の里温泉休館日

8
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

9
・1 歳 6 か 月 児 健 康 診 査 13：00-
13：20 受付（竹田市総合社会福祉セ
ンター）※ 15：30 終了予定

13
・おおいた民謡の旅ウォーキング大会・
第９回竹田市大会「姫だるまコース」9：
00 ～受付・10：00 スタート※ 20km、
10km、5km コース（竹田市総合運動
公園）問 NPO 法人大分県ウォーキン
グ協会事務局☎・FAX097-552-0867
・たけた手しごとの学校 13:30-16:00 ※
P.25 参照

・ 直入地域人権講演会「ありのままの
わたしを生きるために」14：00 ～〔講師〕
土肥いつきさん（直入公民館）

14 15
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

16
・長湯おんせん市場休業日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・成牛市場開催日 9：30 セリ開始 （豊後
豊肥家畜市場）
・年金相談 [ 完全予約制 ] 10：00-15：00（高
齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会 13：00-
16：00（大分県行政書士会〔大分市〕）
・4・10 か月児健康診査〔4 か月〕13：15
～受付〔10 か月〕13：30 ～受付（総合社
会福祉センター）
・ブックスタート14：00 ～（総合社会福
祉センター）

・ 佐藤義美作詞コンクール表彰式（17：
30 ～）、矢崎節夫トーク（18：30 ～）（御
客屋敷）

20 21 22
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13：30-15：30

（竹田市総合社会福祉センター）※
要予約（☎ 63-3346）

23　　　　　　　　　天皇誕生日
・第 18 回クリスマスキャロル（冬休
みとしょかんまつり） 13：00 ～（竹
田市総合社会福祉センター）

27
・荻の里温泉休館日

28
・年末夜警巡視 （直入、竹田）
・荻の里温泉休館日

29
・年末夜警巡視 （久住、荻）
・荻の里温泉休館日
・おはなしのへや 10：30-11：00（竹
田市立図書館えほんのへや）

30

行政なんでも相談所の開設一覧 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 12月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 竹田市社会福祉センター　相談室 

荻 12月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 荻公民館　幼児室
久住 12月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 久住公民館　健康相談室
直入 12月16日㈬ 10：00 ～ 12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

月
間・そ
の
他

○歳末たすけあい運動（地域歳末たすけあい募金：～12月
　31日、NHK歳末たすけあい：～12月25日）
○地球温暖化防止推進月間　○大気汚染防止推進月間
○統計調査票提出促進運動　10/1㈭～12/26㈯
○共同募金運動　10/１㈭～翌年3/31㈭
○人権週間　12/４㈮～10㈭
○障害者週間　12/3㈭～9㈬
○北朝鮮人権侵害問題啓発週間　12/10㈭～16㈬
○おおいた冬の年末事故ゼロ運動 スローガン「おこさずあ
　わず事故ゼロ」　12/15㈫～24㈭

今月のよりそいカフェ
・よりそいカフェ竹田
12 月 4・18 日㈮ 13：30 ～ 15：30（古町商栄会） 
・よりそいカフェ荻
12 月 8・22 日㈫ 13：00 ～ 15：00（くらサポしらみず） 
・よりそいカフェ久住
12 月 10・24 日㈭ 13：00 ～ 15：00（くらサポりんどう） 
・よりそいカフェ直入
12 月 11・25 日㈮ 13：00 ～ 15：00（くらサポゆのはな）

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

日　　　　            SUN 月　　　               MON 火　　　                 TUE 水　　　               WED

御前湯・年末年始の営業時間
年末年始も休まず営業します。
営業時間は次のとおり。
12 月 30 日㈬まで通常営業（6:00 〜 21:00）
12 月 31 日㈭〜 1 月 3 日㈰
　　　　　　　　　　　　（6:00 〜 18:00）
※ 1 月 4 日㈪以降は
　通常営業（6:00 〜21:00）となります。
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

〔
開
館
時
間
〕
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〔
休
館
日
〕
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

年
末
年
始
（
12
／
28
～
1
／
4
）

〔
入
館
料
〕
無
料

⃝

二
人
展　
阿
南
初
夫・峯
田
宣
和

　

11
月
26
日
㈭
～
12
月
４
日
㈮

　

市
内
在
住
の
作
家
、
阿
南
初
夫
さ

ん
と
峯
田
宣
和
さ
ん
に
よ
る
絵
画
の

作
品
展
で
す
。

⃝

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
竹
田
国
際
墨
彩

画
展

　

12
月
６
日
㈰
～
20
日
㈰

　

田
能
村
竹
田
没
後
１
８
０
年
を
記

念
し
て
開
催
す
る
墨
彩
画
の
国
際
公

募
展
で
す
。
竹
田
市
長
賞
や
田
能
村

竹
田
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
入
選
作
品

を
水
琴
館
の
他
、
旧
竹
田
荘
や
碧
雲

寺
で
も
展
示
し
ま
す
。

※
国
際
墨
彩
画
展
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
せ
は
、
竹
田
市
企
画
情

報
課
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室

☎
63-

４
８
０
１
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遊

鳳
国
際
文
化
交
流
協
会　
☎
０
９
７

-

５
４
４-

５
８
４
１

 

文
化
財
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

⃝

第
10
回
由
学
館
セ
ミ
ナ
ー
講

演
会
『
祖
母
傾
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
認
定
に
向
け
て
』

日　

時　

12
月
12
日
㈯　

午
後
１

時
～

場　

所　

竹
田
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク（
生
物
圏
保

存
地
域
）は
生
態
系
の
保
全
と
持
続

可
能
な
利
活
用
の
調
和
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
日
本
で
は
７
か
所
が
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
分
県
と
宮
崎

県
で
は
、
祖
母
傾
山
系
の
貴
重
な
原

生
林
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
等
の
希
少

な
動
植
物
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境

を
活
か
し
た
地
域
の
振
興
を
目
的
と

し
て
、
他
自
治
体
と
連
携
し
申
請・登

録
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
行
な
っ
て
き
た

「
イ
ワ
メ
」
の
調
査
報
告
や
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
に
つ
い
て
等
の
講
演
を
行

な
い
ま
す
。

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課

☎
63-

４
８
１
３

 

佐
藤
義
美
記
念
館　
☎
63-

２
６
５
０

竹
田
市
教
育
委
員
会
・
竹
田
よ
し
み
会
共
催
企
画

矢
崎
節
夫
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

「
佐
藤
義
美
」と「
金
子
み
す
ゞ
」

～
童
謡
・
こ
ど
も
の
う
た
の
魅
力
～

　

大
学
在
学
中
よ
り
、
童
謡
・
童
話

の
世
界
を
志
し
た
矢
崎
節
夫
さ
ん
。

彼
は
、
竹
田
市
で
生
ま
れ
た
童
謡
詩

人
で
あ
る
「
佐
藤
義
美
」
に
師
事
し
、

「
佐
藤
義
美
賞　

竹
田
童
謡
作
詩
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
員
と
し
て
、
竹

田
市
に
お
い
て
「
詩
」「
童
謡・童
話
」

の
普
及
や
佐
藤
義
美
先
生
の
顕
彰
活

動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
り
詩
人
「
金

子
み
す
ゞ
」
の
研
究
や
顕
彰
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
現
在
は
、
金
子
み

す
ゞ
記
念
館
長
を
務
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
詩
」
と
い
う
形
で
、
言
葉
を

紡
ぐ
２
人
…
。
今
回
、
そ
の
２
人
を

知
る
矢
崎
節
夫
さ
ん
に
彼
ら
の
素
顔

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
く
の

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

日　

時　

12
月
16
日
㈬　

午
後
６

時
30
分
～

場　

所　

 

御
客
屋
敷
（
竹
田
市
寺
町
）

入
場
料　

無
料

◆
市
民
交
流
会
「
矢
崎
節
夫
氏
を

囲
む
夕
べ
」（
事
前
予
約
制
）

日　

時　

12
月
16
日
㈬　

午
後
７

時
30
分
～
（
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
）

場　

所　

御
客
屋
敷
（
竹
田
市
寺
町
）

会　

費　
１
人
２
千
円

※
市
民
交
流
会
に
参
加
希
望
の
方

は
、
お
申
込
み
が
必
要
で
す
（
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
の
み
、
交
流
会
の
み
の

参
加
可
）

■申
・
問　
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課　
☎
63-

４
８
１
７　

佐
藤
義

美
記
念
館　
☎
63-

２
６
５
０

佐
藤
義
美
記
念
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
童
謡
・
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
合
唱
な
ど
、
竹
田

市
出
身
の
佐
藤
義
美
先
生
の
作
品
に

親
し
む
ほ
か
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル

や
手
品
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。
参
加

者
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

準
備
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

時　

12
月
12
日
㈯　

午
前
10

時
～
午
後
11
時
30
分

場　

所　

 

佐
藤
義
美
記
念
館

参
加
料　

無
料

内　

容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ベ
ル
、
手
品
な
ど

問 
佐
藤
義
美
記
念 

☎
63-

２
６
５
０
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年　
金

障
害
者
年
金
の
初
診
日
を
確
認

す
る
方
法
が
広
が
り
ま
し
た　

　

障
害
者
年
金
の
請
求
に
つ
い
て

は
、
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

確
認
す
る
た
め
に
、
初
診
日
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
診

断
書
等
の
医
療
機
関
の
証
明
）
の
添

付
が
必
要
で
す
が
、
平
成
27
年
10
月

１
日
か
ら
、
省
令
が
改
正
さ
れ
、
初

診
日
を
証
明
す
る
書
類
が
添
付
で
き

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
初
診
日
を

合
理
的
に
推
定
で
き
る
よ
う
な
一
定

の
書
類
に
よ
り
、
本
人
が
申
し
立
て

た
日
を
初
診
日
と
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
い
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
大

分
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
初
診
日
…
障
害
の
原
因
と
な
っ
た

病
気
や
け
が
に
つ
い
て
、
初
め
て
医

師
等
の
診
療
を
受
け
た
日

問 

大
分
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室  

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

消
費
者
行
政  

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
詐
欺
に
注
意
！

・「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
伴

い
、
個
人
情
報
を
調
査
中
で
あ
る
」

と
言
っ
て
、
女
性
が
来
訪
し
、
資
産

や
保
険
の
契
約
状
況
な
ど
を
聞
か
れ

た
。

・
若
い
男
性
か
ら
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
順
次
届
い
て
お
り
、
み
ん
な
手
続

き
を
し
て
い
る
が
、
あ
な
た
は
手
続

き
を
し
た
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。

「
ま
だ
し
て
い
な
い
」
と
答
え
る
と

「
早
く
手
続
き
し
な
い
と
刑
事
問
題

に
な
る
」
と
言
わ
れ
た
。

　

な
ど
と
い
う
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
便
乗
し
た
詐
欺
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用
手

続
き
等
で
、
国
や
市
町
村
の
職
員
が

家
族
構
成
、
資
産
や
年
金
・
保
険

の
状
況
等
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も
断
っ
て

く
だ
さ
い
。
万
が
一
金
銭
を
要
求
さ

れ
て
も
決
し
て
支
払
わ
ず
、
少
し
で

も
不
安
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
市
民
課
窓
口
（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）
☎
63-

４
８
３
４

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～

金　

平
日
の
み
）／
大
分
県
消
費
生
活・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７-

５
３
４-

０
９
９
９

 

商
工
労
働

平
成
28
年
度
入
校
生
募
集

　

平
成
28
年
度
大
分
県
竹
工
芸
・
訓

練
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
27
年
12
月
１
日

㈫
～
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

試
験
日　

平
成
28
年
２
月
15
日
㈪

授
業
料　

無
料
（
た
だ
し
、
入
校
時

に
教
科
書
等
の
実
費
は
必
要
）

科　

目　

竹
工
芸
科

内　

容　

竹
工
芸
の
製
品
に
関
す

る
、
竹
材
の
材
料
加
工
・
各
種
編
組

技
術
・
染
色
・
塗
装
技
術
の
習
得

募
集
定
員　

10
人

訓
練
期
間　
２
年

対
象
者　

18
歳
以
上
39
歳
以
下
の

求
職
中
の
方

問 

大
分
県
竹
工
芸・訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎
０
９
７
７-
23-
３
６
０
９

 

農　
業

「
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
」
確
定

申
告
入
力
指
導
会
開
催
し
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
を
行
う
方
を

対
象
に
平
成
27
年
分
所
得
の
確
定
申

告
に
向
け
た
入
力
指
導
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時　

平
成
28
年
１
月
15
日
・
29

日　

２
月
５
日
・
12
日
（
い
ず
れ
も

金
曜
日
）
午
前
と
午
後
に
分
け
て
実

施
し
ま
す
。

〔
午
前
の
部
〕
午
前
９
時
30
分
～
正
午

〔
午
後
の
部
〕
午
後
１
時
30
分
～
午
後

４
時

場　

所　

竹
田
市
本
庁
会
議
室
※

開
催
日
ご
と
に
会
場
が
異
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対　

象　

経
営
改
善
の
た
め
に
パ
ソ

コ
ン
で
農
業
簿
記
を
行
う
方
で
、
決

算
後
経
営
分
析
を
行
う
方
。

持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
、
ソ
フ
ト
Ｃ
Ｄ
、

決
算
書
類
等

講　

師　

ソ
リ
マ
チ
㈱
担
当
・
大
分

県
豊
肥
振
興
局
普
及
員

主　

催　

竹
田
市
・
竹
田
地
域
担
い

手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

申
込
期
限　

希
望
者
は
開
催
日
２
日

前
ま
で
に
竹
田
市
農
政
課
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
農
政
課
☎
63-

４
８
０
５

（
担
当
・
足
達
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

Taketa  Information

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て

い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も

お
調
べ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契
約
者

及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に
対
し
、
各

種
手
続
（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職

金
の
請
求
等
）
の
必
要
が
生
じ
た
場

合
は
で
き
う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い

て
速
や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部
ま
た

は
本
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金

共
済
機
構 

林
業
退
職
金
共
済
事
業

本
部 

☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
７

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

し
ま
す

　

使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
や
マ
ル
チ

な
ど
の
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
、
産
業
廃
棄
物
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
法
律
で
適
正
な
処
理
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
農
協
竹
田
事
業
部
と
竹
田
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市
は
連
携
し
て
、
農
業
用
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

　

回
収
場
所
へ
運
搬
す
る
場
合
は
、

「
運
搬
車
両
の
表
示
」
及
び
「
書
面

の
備
え
付
け
（
携
帯
）」
が
法
律
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
備
え
付

け
書
類
な
ど
が
無
い
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
回
収

当
日
は
「
印
鑑
」
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

回
収
す
る
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類

　

ハ
ウ
ス
の
農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
、
農

業
用
の
マ
ル
チ
資
材
、
ラ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
肥
料
袋
（
ビ
ニ
ー
ル
）、
育

苗
用
ポ
ッ
ト
、
農
薬
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
空
容
器
な
ど

回
収
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
３

時
ま
で　

※
時
間
内
で
の
持
ち
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

料　

金　

農
家
６
円
／
kg （
税
別
）

法
人
格
（
企
業
）
７
円
／
kg （
税
別
）

問 

大
分
県
農
協
竹
田
事
業
部
園
芸

課　
☎
63-

１
２
２
４
／
竹
田
市
農

政
課　
☎
63-

４
８
０
５
／
竹
田
市

荻
支
所
産
業
建
設
課　
☎
63-

２
２

１
５
／
竹
田
市
久
住
支
所
産
業
建
設

課　
☎
76-
１
１
１
５
／
竹
田
市
直

入
支
所
産
業
建
設
課　
☎
75-

２
２

１
５

 

大
分
県
教
育
委
員
会

　

大
分
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
立

学
校
及
び
市
町
村
立
学
校
に
お
い
て

事
務
及
び
事
務
補
助
を
行
う
臨
時
事

務
員
及
び
非
常
勤
職
員
の
採
用
候
補

者
名
簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
27
年
12
月
７
日

㈪
～
平
成
28
年
１
月
６
日
㈬

試
験
日　

平
成
28
年
１
月
30
日
㈯

（
予
定
）

　

応
募
書
式
等
は
平
成
27
年
12
月
１

日
㈫
か
ら
大
分
県
教
育
委
員
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
大
分
県
教

育
庁
教
育
人
事
課
や
各
教
育
事
務
所

で
も
配
布
し
ま
す

問 

大
分
県
教
育
庁
教
育
人
事
課　

☎
０
９
７-

５
０
６-

５
５
１
８

〔URL

〕

http

：//kyouiku.oita-ed.jp/
list-school-teacher-rinji.htm

l

 

竹
田
市
教
育
委
員
会

平
成
27
年
度
竹
田
市
成
人
式
を

開
催
し
ま
す

日　

時　

平
成
28
年
１
月
10
日
㈰

受　

付　

正
午
～
／
開
会
午
後
１

時
～

場　

所　

久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ

ン
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
７
年
４
月
２
日
～
平

成
８
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
市
内
在
住
及
び
市
内
中
学
校

を
卒
業
し
学
業
や
就
職
等
で
市
外
に

在
住
さ
れ
て
い
る
人
。

※
対
象
者
に
は
中
学
卒
業
名
簿
を
も

と
に
個
別
に
ご
案
内
を
送
付
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課　
☎
63-

４
８
１
７

平
成
28
年
度 

市
立
幼
稚
園
の
入

たけたん情報

園
願
書
受
付
を
始
め
ま
す

　

竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園
、
南
部
幼

稚
園
、
直
入
幼
稚
園
の
３
園
で
は
、

平
成
28
年
度
の
入
園
願
書
の
受
付
を

始
め
ま
す
。

　

市
立
幼
稚
園
の
あ
る
竹
田
地
域
・

直
入
地
域
の
対
象
児
の
保
護
者
の
方

に
は
入
園
願
書
を
郵
送
し
ま
す
。
12

月
中
に
願
書
が
届
か
な
い
場
合
、
ま

た
そ
の
他
の
地
域
に
在
住
の
方
で
入

園
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
子
ど
も

○
竹
田
幼
稚
園
・
南
部
幼
稚
園

　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成

23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
（
５
歳
児
）

○
直
入
幼
稚
園

　

平
成
22
年
４
月
２
日
～
平
成
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ
（
４・５
歳
児
）

問 

竹
田
幼
稚
園 

☎
63-

１
０
８
１

　

 

南
部
幼
稚
園 

☎
63-

１
０
８
４

 　

直
入
幼
稚
園 

☎
75-

２
２
３
０

 

福　
祉

「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
開
園
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
か
ら
、
な
お
い
り
保

育
園
が
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
予
定
で
す
。

問

回収日程 （予定）　
農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。

地域 場　所 12 月 1 月 3 月

竹田 菅生育苗センター 12月10日 3月17日

荻 荻堆肥センター 12月8日 1月22日 3月18日

久住 久住野菜集出荷場 12月9日 3月15日

直入 直入野菜集荷場 3月16日
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認
定
こ
ど
も
園
で
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
保
育
を
必
要
と
す
る
０
歳
児

～
５
歳
児
の
ほ
か
、
保
護
者
の
就
労

状
況
等
に
関
わ
り
な
く
３
歳
児
～
５

歳
児
で
あ
れ
ば
、
ど
の
子
ど
も
さ
ん

も
教
育
・
保
育
を
一
体
的
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
認
可
保
育
所（
園
）

お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
入
所
申

込
み
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
認
可
保
育
所（
園
）

お
よ
び
認
定
こ
ど
も
園
の
入
所
申
込

み
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

保
育
所
（
園
）、
認
定
こ
ど
も
園

の
申
込
書
類
は
社
会
福
祉
課
、
各
支

所
い
き
い
き
市
民
課
及
び
各
保
育
所

（
園
）
に
あ
り
ま
す
。
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
、
押
印
の
上
、
添

付
書
類
と
あ
わ
せ
て
受
付
期
間
内
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
内
容
は
班
回
覧
の
「
平
成

28
年
度
保
育
所
（
園
）
お
よ
び
認
定

こ
ど
も
園
入
所
の
ご
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

12
月
14
日
㈪
～
平
成

28
年
１
月
15
日
㈮

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
の
期

間
を
除
く

※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
受
付
期
間
内
に
申
込
み
さ
れ
た

方
が
優
先
さ
れ
ま
す
の
で
期
間
内
の

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
保
育
を
必
要
と
せ
ず
、
認
定
こ
ど

も
園
の
教
育
利
用
を
申
し
込
ま
れ
る

方
は
、
直
接
な
お
い
り
保
育
園
へ
お

申
し
出
い
た
だ
き
、
内
定
を
受
け
た

あ
と
園
を
通
じ
て
利
用
の
た
め
の
認

定
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

竹
田
市
社
会
福
祉
課　

子
育
て

支
援
係　
☎
63-

４
８
１
１

 

募　
集

平
成
27
年
度
陸
上
自
衛
隊
、
高
等

工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す

対
象
者　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の

男
子

受
付
締
切　

12
月
４
日
㈮
〜
平
成

28
年
１
月
８
日
㈮
ま
で

試
験
期
日
・
場
所　

平
成
28
年
１

月
23
日
㈯
（
大
分
商
工
会
議
所
）

問 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

【
締
切
迫
る
！
】

第
５
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会
の

作
品
を
募
集
中
で
す
。

テ
ー
マ　

 

題
詠
「
水
」、自
由
題
（
自

作
・
未
発
表
作
品
を
各
テ
ー
マ
2
首

ま
で
）

応
募
方
法　

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

直
接
提
出
い
ず
れ
か
の
方
法
で
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
様
式
は
竹
田
市

役
所
企
画
情
報
課
に
ご
用
意
し
て

い
ま
す
が
、
竹
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
ま
た
、
応
募
様
式
を
使
わ
な
い

場
合
は
、
作
品
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
が
分
か
る
よ
う
に
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

締　

切　

平
成
28
年
１
月
８
日　

（
当
日
必
着
）

※「
応
募
内
容
」「
選
考
」に
つ
い
て
は

Taketa  Information

市
報
8
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
・
問  

竹
田
市
企
画
情
報
課
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
室  「
荒
城
の
月
短

歌
大
会
」
担
当　
☎
63-

４
８
０
１

□×
　
　kikaku@

city.taketa.lg.jp

 

予
防
接
種

「
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制

度
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

平
成
25
年
３
月
31
日
よ
り
以
前
に

「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
」（
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
）、

「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」、「
小
児
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
の
接
種
を
受
け
た

方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
何
ら
か
の
症

状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を
受
診
し
た

方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ

れ
る
と
、
医
療
費
・
医
療
手
当
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
認
定

を
受
け
る
た
め
に
は
、
独
立
行
政
法

人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
（
Ｐ

Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
請
求
は
５
年
以
内
に
受
け

た
医
療
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

至
急
請
求
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

し
ま
す
。

　

具
体
的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て

は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
救
済
制
度
相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

０
１
２
０-

１

４
２
９-

９
３
１

ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
☎

０
３-

３
５
０
６-

９
４
１
１（
有
料
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
受
付
時
間
〕　

月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

人
権
啓
発

直
入
地
域
人
権
啓
発
推
進
講
演
会

「
あ
り
の
ま
ま
の
わ
た
し
を
生

き
る
」
た
め
に

日　

時　

12
月
13
日
㈰　

午
後
２

時
～ 

開
会

会　

場　

 

直
入
公
民
館
ホ
ー
ル

講　

師　

 

土
肥
い
つ
き 

氏

　
　
　
　
（
全
国
在
日
外
国
人
教
育

　
　
　
　

研
究
会
事
務
局
次
長
、　

　
　
　
　

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

　
　
　
　

リ
テ
ィ
教
職
員
ネ
ッ
ト

　
　
　
　

ワ
ー
ク
副
代
表
）

　

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
の
擁
護
の
見
地
か
ら
、
人
権
問

題
に
対
し
市
民
の
理
解
と
認
識
を

よ
り
一
層
深
め
、
一
人
ひ
と
り
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
の
構
築
の
た
め
、
人

■お申込み・ご提出先

希望する教育・保育施設 お申込み・ご提出先

保育所（園）
認定こども園 ( 保育を
必要とする子ども）

社会福祉課
各支所いきいき市民課

認定こども園（教育利
用を希望する子ども） なおいり保育園
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で
き
る
も
の
）・
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
ま
た
は
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
介
護
保
険
被
保
険

者
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

等
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る

も
の
）　

※
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、

ご
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課
国
保
・
高

齢
者
医
療
係  

☎
63-

１
１
１
１（
内

線
１
７
７
・
１
７
８
・
１
７
９
）
／
大

分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

☎
０
９
７-
５
３
４-

１
７
７
１（
代

表
）

 

月
間
・
週
間

12
月
10
日
～
16
日
は
「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
ょ
う

　
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
我
が
国
の

喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
あ
る
拉
致
問

題
の
解
決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と

認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

 

健　
康

整
骨
院
・
接
骨
院
で
の
柔
道

整
復
師
に
よ
る
施
術
の
か
か

り
方
等

■
柔
道
整
復
師
の
施
術
を
受
け
ら

れ
る
方
へ

○
保
険
が
使
え
る
の
は
ど
ん
な
と
き

・
整
骨
院
や
接
骨
院
で
骨
折
、
脱

臼
、
打
撲
及
び
捻
挫
（
い
わ
ゆ
る

肉
ば
な
れ
を
含
む
。）
の
施
術
を

受
け
た
場
合
に
保
険
の
対
象
に

な
り
ま
す
。

・
な
お
、
骨
折
及
び
脱
臼
に
つ
い

て
は
、
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
あ

ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

○
治
療
を
う
け
る
と
き
の
注
意

・
単
な
る
肩
こ
り
、
筋
肉
疲
労
な

ど
に
対
す
る
施
術
は
保
険
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

症
状
で
施
術
を
受
け
た
場
合
は
、

全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

・
療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用

の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、
自
ら
保

険
者
へ
請
求
を
お
こ
な
い
支
給
を

たけたん情報

受
け
る
「
償
還
払
い
」
が
原
則
で

す
が
、
柔
道
整
復
に
つ
い
て
は
、

例
外
的
な
取
扱
い
と
し
て
、
患
者

が
自
己
負
担
分
を
柔
道
整
復
師

に
支
払
い
、
柔
道
整
復
師
が
患

者
に
代
わ
っ
て
残
り
の
費
用
を
保

険
者
に
請
求
す
る
「
受
領
委
任
」

と
い
う
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

こ
の
た
め
、多
く
の
整
骨
院・

接
骨
院
等
の
窓
口
で
は
、
病
院
・

診
療
所
に
か
か
っ
た
と
き
と
同
じ

よ
う
に
自
己
負
担
分
の
み
支
払

う
こ
と
に
よ
り
、
施
術
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
柔
道
整
復
師
が
患
者
の
方
に
代

わ
っ
て
保
険
請
求
を
行
う
た
め
、

施
術
を
受
け
る
と
き
に
は
、
必

要
書
類
に
患
者
の
方
の
サ
イ
ン
を

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療

所
な
ど
）
で
同
じ
負
傷
等
の
治
療

中
は
、
施
術
を 

受
け
て
も
保
険

等
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け

ら
れ
る
方
へ

○
保
険
が
使
え
る
の
は
ど
ん
な
と
き

・
主
と
し
て
神
経
痛
、
リ
ウ
マ

チ
、
頸け

い
わ
ん腕

症
候
群
、
五
十
肩
、
腰

権
啓
発
推
進
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う

え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問 

竹
田
市
直
入
支
所
い
き
い
き
市

民
課　

☎
75-
２
２
１
１

 

高
齢
者
医
療

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」
の

お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す

　

高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、

毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の

１
年
間
に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計

額
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、

そ
の
超
え
た
額
に
つ
い
て
支
給
さ

れ
る
制
度
で
す
。

　

大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ま
た
は
竹
田
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る

方
に
、
平
成
28
年
１
月
に
お
知
ら

せ
と
支
給
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

支
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
保
険
健
康
課
ま
た
は
各
支
所

い
き
い
き
市
民
課
で
申
請
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
書
類
】

　

支
給
申
請
書
・
お
知
ら
せ
の
文
書
・

印
鑑
・
通
帳
等
（
口
座
情
報
が
確
認
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Taketa  Information

■申 ＝お申し込み先　問＝お問い合わせ先

○
保
険
が
使
え
る
の
は
ど
ん
な
と
き

・
筋
麻
痺
や
関
節
拘
縮
等
で
あ
っ

て
、
医
療
上
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
必
要

と
す
る
症
例
に
つ
い
て
施
術
を
受

け
た
と
き
に
保
険
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
治
療
を
う
け
る
と
き
の
注
意

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
る

に
あ
た
っ
て
、
保
険
が
使
え
る
の

は
、
あ
ら
か
じ
め
医
師
の
発
行
し

た
同
意
書
又
は
診
断
書
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術

所
な
ど
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
単
に
疲
労
回
復
や
慰
安
を
目
的

と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の
た

め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
保
険
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
国
保
で
は
、
柔
道
整
復
師
に
か
か

っ
た
方
に
、
負
傷
の
原
因
や
施
術
内

容
等
に
つ
い
て
照
会
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

竹
田
市
保
険
健
康
課  

☎
63-

４

８
１
０

 

九
州
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
冬
に
お
け
る
「
節
電
」
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

期　

間　

12
月
１
日
㈫
～
平
成
28
年

３
月
31
日
㈭
の
平
日　
（
年
末
年
始

12
月
29
日
㈫
～
31
日
㈭
を
除
く
）

時
間
帯　

午
前
８
時
～
午
後
９
時

問 

九
州
電
力
株
式
会
社
三
重
営
業

所  

☎
０
１
２
０-

９
８
６-

５
０
５

 

求
人
相
談

大
分
県
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
集
中
相
談
会

日　

時　

12
月
28
日
㈪
・
29
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

場　

所　

お
お
い
た
産
業
人
財
セ
ン

タ
ー（
大
分
市
中
央
町
ガ
レ
リ
ア
竹
町
内
）

対　

象　

現
在
県
外
に
お
住
ま
い

で
、
大
分
県
へ
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
就
職

を
お
考
え
の
方

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
の
事
前
申
込
が

必
要
で
す
。

■申
・
問  

お
お
い
た
産
業
人
財
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
２
０-

１
１
９
２
０
１

（
い
い
く
に
お
お
い
た
）

痛
症
及
び
頸け
い
つ
い椎

捻
挫
後
遺
症
等

の
慢
性
的
な
疼
痛
を
主
症
と
す

る
疾
患
の
治
療
を
受
け
た
と
き
に

保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
治
療
を
う
け
る
と
き
の
注
意

・
治
療
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
、

保
険
が
使
え
る
の
は
、
あ
ら
か
じ

め
医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
又

は
診
断
書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
所
な
ど

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

・
保
険
医
療
機
関
（
病
院
、
診
療

所
な
ど
）
で
同
じ
対
象
疾
患
の
治

療
を
受
け
て
い
る
間
は
、
は
り
・

き
ゅ
う
施
術
を
受
け
て
も
保
険
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
を
受
け
ら

れ
る
方
へ

求人
情報

ハローワーク豊後大野　竹田市ふるさと
ハローワーク　問　☎63-1101

①土木作業員１人 16.1 ～ 20.7 万円　②利用者
支援員１人 15 ～ 17 万円　③製材工２人 14.6 万
円　④盛付・洗浄スタッフ２人 13.2 万円　⑤伐
採・搬出作業員１人 18.4 ～ 23 万円　⑥フロント・
配膳・調理補助１人 14 万円　⑦栄養士１人 15.5
万円　⑧正看護師１人 19.3 ～ 22 万円　⑨事務
員１人 13.8 万円　⑩和食調理人１人 15 ～ 25 万
円　⑪工場作業員１人 17 万円　⑫養鶏作業員１
人 15 ～ 18 万円

〔パート求人（時給）〕
⑬販売員１人 750 円　⑭客室清掃員１人 750 ～
800 円　⑮事務・販売員１人 700 円　⑯セール
スドライバー２人 800 ～ 900 円　⑰世話人２
人 750 円　⑱接客係１人 695 円　⑲調理員２
人 700 ～ 770 円　⑳医療事務１人 750 円　㉑作
業員 1 人 800 円　㉒ホームヘルパー２人 965 ～
1140 円　㉓配膳スタッフ１人 800 ～ 1000 円　
㉔介護職員１人 700 ～ 800 円
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竹
田
で
の
医
学
生
の
小
児
科
地
域
実
習

　

大
分
大
学
医
学
部
で
は
医
学
生
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
地
域
実
習
を

組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
関
係
で

竹
田
市
で
も
、
定
期
的
に
複
数
名
の

学
生
が
実
習
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
医
師
会
の
先
生
方
や
保
健
行
政

の
方
々
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
小
児
科
の
臨
床
実
習

期
間
中
、
希
望
す
る
学
生
が
い
れ
ば
、

私
の
地
域
医
療
支
援
に
帯
同
さ
せ
る

こ
と
も
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
2

人
の
医
学
部
6
年
生
を
竹
田
に
連
れ

て
き
ま
し
た
。

　
一
人
目
は
県
外
出
身
の
女
子
学
生

で
、
お
昼
休
み
に
城
下
町
で
食
事
を

し
、
新
緑
ま
ば
ゆ
い
岡
城
址
に
連
れ

て
い
き
ま
し
た
。
が
、
診
療
開
始
ま

で
30
分
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
走
っ
て

駆
け
上
が
り
、
写
真
を
撮
っ
て
走
っ
て

降
り
…
こ
ど
も
診
療
所
へ
。
運
動
部

の
学
生
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
人
目
は
大
分
市
出
身
の
女
子
学

生
で
、
同
じ
く
城
下
町
で
昼
食
を
と

り
、
愛
染
堂
、
滝
廉
太
郎
記
念
館
、

廉
太
郎
ト
ン
ネ
ル
を
見
学
し
、
診
療

所
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。

　

私
は
県
内
外
10
地
域
で
地
域
医
療

支
援
を
し
て
お
り
、
他
の
地
域
で
も

同
じ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
、

彼
女
ら
は
、
帰
り
の
車
の
中
で
、
口

を
揃
え
て
「
地
域
に
は
子
ど
も
が
少

な
い
か
ら
、
あ
ま
り
小
児
科
医
の
必

要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
必

要
で
す
ね
。」
と
の
感
想
を
述
べ
て
く

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
地
域
や
小
児
医

療
の
歴
史
的
背
景
な
ど
を
説
明
し
、

地
域
医
療
の
重
要
性
を
説
く
時
間
に

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
と
は
、
地
域
の
方
々
の

生
活
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
。

自
ら
の
目
で
地
域
を
知
る
こ
と
は
、

医
学
生
の
未
来
に
少
な
か
ら
ず
影
響

を
与
え
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
が
竹
田
市
で
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
は
、
城
下
町
を
歩
い
て
い

る
と
き
に
、「
あ
！
先
生
！
」
と
声
を

か
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
。
少

し
有
名
人
の
気
分
に
も
な
れ
ま
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小
児

科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第17 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

休日当番院情報

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12/　6㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001
12/13㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400
12/20㈰ 竹田市荻歯科診療所〔荻〕 0974-68-3263
12/23㈬ 久住加藤医院　歯科診療部〔久住〕 0974-76-0008
12/27㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001
12/29㈫ 竹下歯科医院〔竹田〕 0974-62-2662
12/30㈬ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024
12/31㈭ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118

　※診療時間 9：00 ～ 12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕平日夜間 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　休日 8：30 ～ 21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18：00 ～ 21：00、土曜日 13：00 ～ 21：00、
　日曜・祝祭日 8：30 ～ 21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

12/  5㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12/  6㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12/12㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12/13㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12/19㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12/20㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12/23㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

12/26㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

12/27㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12/29㈫ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
12/30㈬ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
12/31㈭ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
  1/  1㈮ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
  1/  2㈯ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
  1/  3㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00 ～ 11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30 ～ 12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。
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今
回
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
・

フ
リ
ー
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
す
。

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は
社
会
的
、
文
化

的
に
形
成
さ
れ
る
男
女
の
性
。
男
ら
し

さ
、
女
ら
し
さ
と
い
っ
た
言
葉
で
表
現

さ
れ
る
も
の
で
、
生
物
上
の
雌
雄
を
示

す
セ
ッ
ク
ス
と
区
別
さ
れ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
「
バ
イ
ア
ス
・

フ
リ
ー
」
が
付
き
ま
す
か
ら
「
社
会
的

性
別
に
対
す
る
一
般
通
念
に
と
ら

わ
れ
ず
、
自
分
の
生
き
方
を
自

ら
決
め
る
こ
と
を
出
来
る
よ
う
に
し
よ

う
」
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
は
生
活

の
隅
々
に
あ
り

ま
す
よ
ね
。
た

と
え
ば
男
の

子
が
生
ま
れ

ま
す
。
そ
の
瞬

間
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

「
も
っ
と
強
く
、
も
と
逞
し
く
」
と
。

お
か
げ
で
男
の
子
た
ち
は
「
あ
る
が
ま

ま
の
自
分
で
は
だ
め
で
も
っ
と
強
く
逞

し
く
な
ら
な
い
と
恥
ず
か
し
い
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
女
の
子
が
生

ま
れ
ま
す
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
も

っ
と
小
さ
く
、
か
わ
い
く
控
え
め
に
」。

お
か
げ
で
「
の
び
の
び
奔
放
に
や
る
と

女
の
く
せ
に
と
言
わ
れ
る
か
ら
自
分
を

小
さ
く
し
な
い
と
い
け
な
い
」
と
思
い

込
ま
さ
れ
ま
す
。

　

大
人
に
な
る
と
や
さ
し
さ
や
い
た
わ

る
つ
も
り
で
「
女
性
（
男
性
）
に
は
無

理
だ
ろ
う
か
ら
。
き
つ
い
（
台
所
）
仕

事
は
男
（
女
）
が
や
る
か
ら
」
と
の
会

話
が
聞
か
れ
ま
す
。
で
も
、
こ
れ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
制
限
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
か
？　

ま
た
、
男

性
の
方
も
「
も
っ
と
強
く
」
と
頑
張
り

す
ぎ
、
疲
れ
は
て
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
の
で
は
？

　

こ
う
し
た
例
以
外
に
も
、
い
ろ
ん
な

場
面
で
影
響
を
与
え
て
い
る
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
」
を
い
っ
ぺ
ん
に
「
バ
イ
ア
ス
フ

リ
ー
」
に
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
。
今
ま

で
の
「
あ
た
り
ま
え
」
に
目
を
向
け
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス・フ
リ
ー
」

に
つ
い
て
考
え
始
め
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

＊
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
た
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
フ
リ
ー
」
と
は
、
和
製
英
語
で
あ

り
誤
解
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
厳
密
に
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア

ス･

フ
リ
ー
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
適
切
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
人
権
同
和
対
策
課

　
☎
63‒

１
１
１
１
（
内
線
２
９
０
）

「
美
術
」に
塗
れ
る
生
き
方
に
賭
け
た
理
由

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊　
新
本
聡
さ
ん
に
聞
く

　
︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱︱













　

２
０
１
４
年
６
月
に
着
任
し
た
福
岡

県
出
身
の
新し
ん
も
と
さ
と
し

本
聡
さ
ん
（
25
歳
）
は
、

旧
竹
田
中
学
校
跡
地
に
あ
る
「
竹
田
総

合
学
院
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）」
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
Ｇ
に
工
房
を
持
つ

協
力
隊
員
は
皆
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
い

う
肩
書
き
も
兼
ね
備
え
て
お
り
、
陶
芸

作
家
や
彫
刻
作
家
と
い
っ
た
方
々
が
い

ま
す
。新
本
さ
ん
も
画
家
で
あ
り
ま
す
。

　

新
本
さ
ん
は
、
大
学
を
卒
業
後
、
竹

田
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り
ま

し
た
。大
学
時
代
は
西
洋
画
を
専
攻
し
、

在
学
中
に
美
術
の
教
員
免
許
も
取
得
し

た
そ
う
で
す
が
、
卒
業
後
の
進
路
に
は

悩
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き

に
、
大
学
の
先
輩
か
ら
竹
田
市
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
募
集
の
チ
ラ
シ
を
偶
然

も
ら
い
、
協
力
隊
に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。

　
「
応
募
す
る
前
に
一
度
竹
田
を
訪
ね

て
み
た
の
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
『
こ

れ
か
ら
こ
の
ま
ち
は
面
白
く
な
り
そ

う
』と
感
じ
ま
し
た
。特
に
ア
ー
ト
で
ま

ち
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
人
た

ち
が
印
象
的
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　

昨
年
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営
を

Ｔ
Ｓ
Ｇ
に
所
属
す
る
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
や
っ
て
い
た
そ
う
で

す
が
、
今
年
か
ら
は
個
人
の

活
動
が
増
え
た
そ
う
で
す
。
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
地
域
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「TAKETA 

ART CULTURE

」
で
は
、
実
行
委
員

の
一
員
と
し
て
も
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
と
っ
て
竹
田
は
魅

力
的
な
ま
ち
の
よ
う
で
す
。
新
本
さ
ん

に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
竹
田
の
魅

力
を
聞
い
て
み
る
と
、「
竹
田
の
風
景

を
見
て
い
る
と
、
自
分
が
描
か
な
く
て

も
そ
の
ま
ま
で
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
に
と

っ
て
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

残
り
の
任
期
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
」
と
考
え

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
任
期
終
了

後
に
関
し
て
は
、「
残
れ
た
ら
良
い
な

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
残
れ
る
よ
う
に

繋
が
り
や
実
績
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
こ
と
で
す
。

地域おこし協力隊通信　③

↑「美術で生きていきたい」と語る新本さん

大分市出身。25 歳。京都の大学を卒
業後、昨年度から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。毎月発行される「たけた協
力隊新聞」編集長としても活躍中。
今年６月に市内に竹田を拠点に活動
している作家たちの作品を商品とし
て取り扱う土産店「michi」を向町に
オープン。

〔取材・文〕

宮﨑　透
 Toru Miyazaki

平
成
27
年
度

た
け
た
手
し
ご
と
の
学
校

～「
た
け
た
の
て
い
ね
い
な
暮
ら
し
方
」

体
験
教
室
～

 

２
時
限
目

　
「
来
年
も
福
が
来
ま
す
よ
う
に
…

～
門
松
づ
く
り
教
室
～
」

　

素
晴
ら
し
い
技
術
を
持
ち
、
生
活

や
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
々
の
「
思

い
」
や
「
技
」
を
一
緒
に
体
験
す
る

学
校
で
す
。

日
時　
12
月
13
日
㈰　
午
後
１
時
30

　

分
～
午
後
４
時

会
場　
燻
煙
窯
よ
っ
こ
ら
し
ょ

　
　
　
（
竹
田
市
大
字
九
重
野
）

集
合
場
所　

宮
砥
分
館
（
竹
田
市

　

次
倉
）

講
師　
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

内
容　
竹
を
切
り
、
松
、
梅
、
南
天

　

の
実
な
ど
の
お
飾
り
を
付
け
な
が

　

ら
、
そ
の
意
味
を
学
び
、
30
㌢
程

　
の
ミ
ニ
門
松
を
１
対
作
り
ま
す
。

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
材
料
費
込

　

み
）

定
員　
15
名

申
込
方
法　

お
申
込
み
者
の
氏
名
、

　

ご
参
加
者
の
氏
名
、
ご
連
絡
先
、

　

人
数
を
生
涯
学
習
会
ま
で
電
話
及

　

び
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

申
込
締
切　
12
月
９
日
㈬
ま
で

問　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課　

☎
63‒

４
８
１
７　
Ｆ
Ａ
Ｘ

63‒

２
３
７
３
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交　流

　

ロ
シ
ア
民
間
交
流
団
「
オ
ー
ポ
ラ

ロ
シ
ア
」（
日
露
戦
争
当
時
の
バ
ル

チ
ッ
ク
艦
隊
司
令
長
官
の
子
孫
ほ
か

11
名
）
は
、
日
露
戦
争
中
の
日
本
海

海
戦
（
対
馬
沖
海
戦
）
等
に
よ
る
犠

牲
者
の
慰
霊
、
ま
た
日
露
平
和
友
好

を
祈
念
す
る
民
間
レ
べ
ル
の
事
業
の

一
環
と
し
て
、
同
戦

争
に
縁
の
深
い
「
廣

瀬
武
夫
中
佐
」
を
祀

る
竹
田
市
の
廣
瀬
神

社
参
拝
等
を
目
的
に
、

10
月
31
日
に
来
日
し

ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
竹
田
市
本
庁
舎
を
表

敬
訪
問
。
首
藤
市
長
は
「
ロ
ー
カ
ル

外
交
と
し
て
こ
れ
ま
で
、
毎
年
竹
田

の
訪
問
団
が
ロ
シ
ア
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
今
回
を
き
っ
か
け
に
、
竹
田
と

ロ
シ
ア
の
交
流
が
さ
ら
に
親
密
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
」と
、

挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

翌
５
日
早
朝
、
訪
問
団
一
行
は
廣

瀬
神
社
を
参
拝
。
厳
か
に
神
事
が

執
り
行
わ
れ
、
代
表
者
は
玉
串
を
捧

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
神
社
の
境
内

に
あ
る
「
廣
瀬
記
念
館
」
を
訪
れ
、

貴
重
な
資
料
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

前
ロ
シ
ア
内
務
省
の
軍
務
で
、
現
在

は
ロ
シ
ア
国
内
軍
の
身
体
障
害
者

フ
ァ
ン
ド
会
長
、
シ
ェ
ル
シ
ュ
ニ
ョ

フ
・
セ
ル
ゲ
イ
氏
は
「
長
年
廣
瀬

武
夫
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、
こ

の
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
光
栄
で
あ
り
、
私
の
夢
が
叶
っ
て

と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

ロ
シ
ア
民
間
交
流
団
が
廣
瀬
神
社
を
参
拝

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

↑廣瀬武夫を祀る
「廣瀬神社」を参拝

ロシア内務省の軍
務するシェルシュ
ニョフ・セルゲイ
さん　　　　　→

↑　サンクトペテルブルグのコンスタンチン・オゼロフ
さん（中央左）と、 ロシア連邦ダゲスタン共和国のマゴ
メド・アリエブさん（中央右）

台湾修学旅行生32名が
竹田で農家民泊体験！

　
　11 月 2 日、台湾から馬公高級
中学校の修学旅行生 32 名（２・
３年生）が来竹し、グリーン ･
ツーリズム推進組織「来ちょく
れ竹田研究会」から７軒の農家
民宿先が受け入れました。
　対面式で来ちょくれ竹田研究
会の甲斐広見会長は「台湾から
の受入れは２校目です！私達の
農家民泊ですばらしい思い出と
なってくれたら嬉しいです」と、
歓迎の言葉を贈りました。
　７班 に分かれた修学旅行生は
各ホストファミリー宅へ移動し、
交流を深めました。

↑竹田に訪れた馬公高級中学校の修学旅行生
のみなさん

　年末年始は何かと贈り物やお祝い事をする機会の多いシーズンですが、政治家が
選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で禁止されています。
　また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも禁止されています。
　政治家は選挙区内の人に対して答礼のための自筆によるものを除き、年賀状等の
時候のあいさつ状を出すことも禁止されています。
　寄附禁止のルールを守って、明るい選挙を実現しましょう。
●お問い合せ　竹田市選挙管理委員会事務局　☎ 63-4814

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています
みんなで
徹底しよう

三ない運動

これらのものも、
政治家の寄附禁止の
対象となります。

贈らない！

求めない！
受け

取らない！

秘書等が代理で
出席する場合の
結婚祝

地域の運動会・
スポーツ大会への
飲食物等の差入

お祭りへの
寄附・差入

町内会の集会・
旅行等の催物への
寸志・飲食物の
差入

落成式・
開店祝等の
花輪

病気見舞 お歳暮・お年賀 入学祝・卒業祝 葬儀の花輪・
供花

秘書等が代理で
出席する場合の
葬儀の香典
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故
郷
に
あ
る
「
つ
な
が
り
」
と
「
誇
り
」

豊
作
を
祝
う
伝
統
行
事「
亥い

の
子こ

」

　
「
亥
の
子
」
は
、
十
二
支
の
亥
の

月
に
あ
た
る
旧
暦
10
月
の
初
亥
の
日

に
行
わ
れ
る
、
年
中
行
事
で
す
。

　

こ
の
行
事
は
、
藁
の
小
束
を
縄
で

巻
き
上
げ
た
「
ワ
ラ
ボ
テ
」
を
持
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
が
「
今こ
ん

夜や

の
亥い

の

子こ　

祝い
わ

ん
も
ん
は　

鬼お
に

産う

め　

蛇じ
ゃ

産う

め　

角つ
の

ん
生は

え
た
子こ

を
産う

め　

祝い
わ

い
ま
し
ょ
う　

祝い
わ

い
ま
し
ょ
う
」
と

囃
し
な
が
ら
、
集
落
内
各
家
の
庭
地

面
な
ど
を
叩
い
て
ま
わ
る
、「
豊
作
」

を
祝
う
祭
で
す
。
囃
し
て
叩
く
と
お

菓
子
が
も
ら
え
ま
す
。
昔
は
代
わ
り

に
餡
子
の
つ
ま
っ
た
お
餅
が
も
ら
え

た
そ
う
で
す
。
戦
後
間
も
な
い
ま
だ

物
が
な
い
時
代
、
何
よ
り
も
楽
し
み

な
ご
褒
美
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
は
少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、

こ
の
行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
集

落
が
あ
る
な
か
で
、
久
住
地
域
神か
ん

馬ば

自
治
会
で
は
一
度
も
途
切
れ
る
こ
と

な
く
続
い
て
い
ま
す
。

　

昔
は
各
家
の
お
爺
さ
ん
が
孫
の

た
め
に
「
ワ
ラ
ボ
テ
」
を
作
っ
て
い

ま
し
た
が
、
今
こ
の
自
治
会
で
作
っ

て
い
る
の
は
井い

勝か
つ
す
け祐

さ
ん
（
89
歳
）、

た
だ
ひ
と
り
。
現
在
自
治
会
に
子
ど

も
は
３
人
。
祭
り
の
日
に
合
わ
せ
て

帰
省
す
る
近
所
の
子
ど
も
た
ち
５
人

分
を
ま
と
め
て
つ
く
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
故
郷
を
思
い
出
す
行
事
と
し
て
、

語
り
継
い
で
い
か
ん
と
な
ぁ
」

　

楽
し
み
に
待
つ
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
勝
祐
さ

ん
は
今
年
の
分
の
「
ワ
ラ
ボ
テ
」
を

拵こ
し
らえ
る
の
で
し
た
。

　

11
月
19
日
、
夕
方
に
な
る
と
子
ど

も
た
ち
が
集
合
。
先
輩
の
お
兄
ち
ゃ

ん
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
教
え
継
い

で
き
た
歌
を
元
気
に
歌
い
な

が
ら
、
ワ
ラ
ボ
テ
で
地
面
を

叩
き
始
め
ま
す
。
そ
こ
に「
声

が
ち
っ
ち
ゃ
い
か
ら
や
り
な

お
し
！
」
と
、
大
人
た
ち
の

掛
け
声
。笑
い
が
起
き
る
と
、

そ
の
場
は
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

伝
統
行
事
か
ら
窺う
か
がい
知
る

こ
と
が
で
き
る
「
地
域
の
つ

な
が
り
の
深
さ
」。
こ
れ
か

ら
も
故
郷
の
誇
り
と
し
て
、

こ
の
行
事
は
末
長
く
続
い
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

↓
勝
祐
さ
ん
の
思
い
や
り
で
、
子
ど 

　
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
サ
イ
ズ
を

　
替
え
て
拵
え
ら
れ
た「
ワ
ラ
ボ
テ
」

← 今は結ぶ藁ひもの代わりに
ビニールひもを代用。両手で
藁をしっかり編みあげるため、
緩むこと無く頑丈です

↑「今夜の亥の子　祝んもんは…」と囃しな
がら地面を叩く

「古田織部没四百回忌」開催
～織部茶乃湯を今に伝えて～

　

11
月
８
日
、
茶
人
・
古
田
織
部
と

縁
の
あ
る
竹
田
市
で
「
古
田
織
部
没

四
百
回
忌
」
が
藩
主
中
川
家
菩
提
寺

の
龍
護
山
碧
雲
禅
寺
（
城
北
町
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
祀
は
、
古
田
家
の
親
族
が

今
も
残
る
竹
田
で
、
総
合
芸
術
と
し

て
の
「
茶
の
湯
」
の
文
化
を
後
世
に

引
き
継
ご
う
と
、
地
元
の
「
織
部
茶

乃
湯
研
究
会
」
に
よ
っ
て
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

法
要
に
続
き
、
茶
席
が
設
け
ら
れ

た
会
場
で
は
、
茶
乃
湯
研
究
会
員
は

招
待
し
た
多
く
の
訪
問
客
を
も
て
な

し
て
い
ま
し
た
。

↑茶乃湯を楽しむ訪問客のみなさん（碧雲寺の
茶室）

↑相馬俊一さん

相そ
う

馬ま

俊と
し
か
ず一

さ
ん
が

大
分
県
文
化
財
愛
護

功
労
者
表
彰

　

相
馬
俊
一
さ
ん
（
宮
戸
・
87
歳
）

は
長
年
に
わ
た
り
、
大
分
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る「
宮
砥
神
楽
」

の
継
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
11
月
６
日
、
文

化
財
愛
護
功
労
者
と
し
て
大
分
県
教

育
委
員
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
馬
さ
ん
は
、
終
戦
直
後
の
昭
和

20
年
に
宮
砥
神
楽
に
入
座
。そ
の
後
、

23
年
間
楽
長
と
し
て
伝
統
あ
る
神
楽

座
を
ま
と
め
あ
げ
、
楽
長
を
退
い
た

現
在
も
楽
員
と
し
て
後
進
の
指
導
に

あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　

竹
田
南
部
中
は
統
合
10
年
目
の
昨
年

度
、「
原
点
か
ら
の
再
出
発
！
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
開
校
当
時
つ
く
ら
れ
た

生
徒
憲
章
が
掲
げ
た
「
美
し
い
学
校
、

活
気
の
あ
る
学
校
、
他
校
に
誇
れ
る
学

校
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
」
に
基
づ

く
確
か
な
校
風
・
伝
統
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
そ
の
２
年
目
と
い
う
こ
と

で
、「
引
き
継
ぎ
、
乗
り
越
え
、
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
へ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
昨
年
度
、
取
り
組
ん
で
き
た
も

の
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
そ
れ
ら
を
乗
り

越
え
る
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ず
、「
活
気
の
あ
る
学
校
・
地
域

に
愛
さ
れ
る
学
校
」と
い
う
こ
と
で
、「
大

分
県
No.
１
を
め
ざ
す
挨
拶
運
動
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
朝
、
全
校
生
徒

が
当
番
で
校
門
下
等
に
立
ち
、
生
徒
は

も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
に
挨
拶
を
し

て
い
ま
す
。
横
断
歩
道
で
一
旦
停
止
の

車
に
は
、
正
対
し
て
お
辞
儀
を
し
て
い

ま
す
。
10
月
か
ら
は
週
１
回
、
国
道
57

号
線
に
あ
る
松
本
バ
ス
停
に
も
立
ち
始

め
ま
し
た
。

　

次
に
「
美
し
い
学
校
」
と
い
う
こ
と

で
、
昨
年
度
３
月
か
ら
黙も

く
も
く
そ
う

々
創
自じ

（
清

掃
）
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
清
掃
中
、
一
切
話
を
せ
ず
、
常
に
自

分
自
身
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
自
分
磨

き
を
す
る
清
掃
で
す
。
こ
れ
に
加
え
、

２
学
期
か
ら
月
１
回
、
校
区
の
ゴ
ミ
拾

い
活
動
に
も
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
他
校
に
誇
れ
る
学
校
」
と

し
て
は
、
合
唱
が
大
好
き
な
生
徒
た
ち

が
、
毎
日
、
朝
や
帰
り
学
活
で
自
主
練

習
に
取
り
組
み
、
そ
の
成
果
を
ハ
ー
モ

ニ
ー
集
会
や
瀧
音
楽
祭
で
披
露
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
大
分
県
中
学
校
駅
伝

競
走
大
会
で
、
男
子
駅
伝
部
が
昨
年
度

に
続
き
２
位
に
入
賞
し
、
九
州
中
学
校

駅
伝
競
走
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
今
年
も
自
分
た

ち
の
力
で
九
州
大
会
に
行
き
た
い
！
」

を
合
言
葉
に
、
一
丸
と
な
っ
て
日
々
の

努
力
を
積
み
上
げ
て
き
た
生
徒
た
ち
の

強
い
思
い
が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。

　

竹
田
南
部
中
は
こ
れ
か
ら
も
確
か
な

校
風
・
伝
統
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
、
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
野
仲　

睦
生
）

竹
田
南
部
中
は「
確
か
な
校
風
・
伝
統
づ
く
り
」に
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
南
部
中
学
校

↑ハーモニー集会での全校合唱

↑ひたすら自分を磨く黙々創自（もくもくそうじ）

　

瀧
廉
太
郎
没
後
45
年
の
昭
和

22
年
6
月
28
日
、「
楽
聖
瀧
廉
太

郎　

追
悼
45
周
年
記
念
音
楽
会
」

が
別
府
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

た
。
主
催
は
大
分
県
・
竹
田
町
・

史
跡
岡
城
址
保
存
会
で
後
援
は

朝
日
新
聞
大
分
支
局
で
あ
っ
た
。

　

開
演
で
「
荒
城
の
月
」
作
詞

者
の
土
井
晩
翠
が
挨
拶
し
た
後
、

妻
城
良
夫
指
揮
で
「
荒
城
の
月
」

が
全
員
で
斉
唱
さ
れ
た
。
第
一
部

で
県
内
高
・
中
・
小
学
生
に
よ

る
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ

れ
、
夜
の
第
二
部
で
は
一
部
の
入

賞
者
と
各
市
代
表
音
楽
家
に
よ

る
音
楽
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

翌
29
日
の
命
日
は
舞
台
を
竹

田
町
に
移
し
、
岡
城
跡
の
「
荒

城
の
月
」
詩
碑
前
で
細
田
知
事
、

酒
井
町
長
、
安
部
ト
ミ
（
廉
太

郎
妹
）、
土
井
晩
翠
、
他
関
係
各

位
出
席
の
も
と
で
慰
霊
祭
が
行

わ
れ
た
後
、
新
設
の
野
外
音
楽

堂
で
竹
田
の
音
楽
団
体
や
生
徒

に
よ
る
第
1
回
楽
聖
瀧
廉
太
郎

記
念
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
音
楽
祭
の
草
創
に
尽
力

し
た
一
人
が
当
時
大
分
県
職
員
で

あ
っ
た
竹
田
町
出
身
の
妻
城
良

夫
で
あ
る
。

　

大
正
元
年
に
竹
田
町
で
生
ま

れ
、
竹
田
高
等
小
学
校
か
ら
師

範
学
校
卒
業
後
、
竹
田
出
身
の

阿
南
正
茂
氏
（
岡
城
跡
「
荒
城

の
月
」
詩
碑
建
立
者
）
が
創
設

し
た
ポ
リ
ド
ー
ル
レ
コ
ー
ド
会
社

へ
就
職
。
昭
和
21
年
戦
地
よ
り

復
員
し
て
大
分
県
に
勤
務
し
た
。

　

戦
後
の
荒
廃
し
た
社
会
を
再

建
す
る
た
め
に
は
文
化
振
興
を

県
政
の
柱
に
し
、
軍
国
主
義
で
埋

も
れ
が
ち
で
あ
っ
た
瀧
廉
太
郎

の
功
績
を
顕
彰
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
県
知
事
、
竹
田

町
長
、
町
関
係
者
を
説
得
し
音

楽
祭
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
分
県
を
退
職
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

熊
本
放
送
局
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
東
京
本

部
に
勤
務
し
た
後
、
千
葉
県
松

戸
市
か
ら
音
楽
祭
の
発
展
を
見

守
り
な
が
ら
平
成
9
年
に
逝
去

さ
れ
た
。

　

♪
れ
い
ろ
う
空
に
そ
び
え
立
つ

…
で
始
ま
る
「
旧
竹
田
小
学
校

校
歌
」の
作
詞
・
作
曲
者
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。（
井
上　

隆
）

妻
つま

城
き

良
よし

夫
お

と瀧廉太郎記念音楽祭

122

↑一旦停車の車に正対してお辞儀

↑妻城良夫氏
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・わが心のジェニファー（小学館）　　　　　　　浅田　次郎
・虚　栄（KADOKAWA）　　　　　　　　　　　 久坂部　羊
・うずら大名（集英社）　　　　　　　　　　　　畠中　　恵
・我が家のヒミツ（集英社）　　　　　　　　　　奥田　英朗
・老後の資金がありません（中央公論新社）　　　垣谷　美雨
・指輪の行方　小川国夫との日々　続（岩波書店）　小川　　恵
・嫌老社会を超えて（中央公論新社）　　　　　　五木　寛之
・ことばの果実（潮出版社）　　　　　　　　　　長田　　弘
・毎日食べたくなる絶品鍋　（成美堂出版）　　　　大庭　英子
・わたしがラクするモノ選び　OURHOME（主婦の友社） Emi
・大人の発達障害〈アスペルガー症候群・ADHD〉シーン別解決ブック  
　（主婦の友社）　　　　　　　　　　　　　　　 司馬理英子

【子どもの本】
・あまんきみこ童話集（ポプラ社）　　　　　　あまんきみこ
・フルーツケーキいただきます（ポプラ社）　　　岡村志満子
・すっとびロクスケ（筑摩書房）　　　　　　　　木島　　始
・ゆきちゃんが見たピカドン（吉備人出版）　　　森本マリア
・おなやみ相談部（講談社）　　　　　　　　　みうらかれん
・うなりやベベンベベンの紙芝居　NHKEテレ「にほんごであそぼ」
　（金の星社）　　　NHKEテレ「にほんごであそぼ」制作班　編
他　80 冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「100万分の１回のねこ」
江國香織ほか　講談社

　佐野洋子の名作絵本「100 万回生きたねこ」
に谷川俊太郎、江國香織、川上弘美ら人気作家 13
人が捧げるトリビュート短編集。
　谷川俊太郎は「『100 万回生きたねこ』は佐野洋子
の見果てぬ夢であった。それはこれからも、誰もの
見果てぬ夢であり続ける。」と書いています。
　この名作ロングセラー絵本と一緒に読んでみては
いかがでしょうか！

「お昼の放送の時間です」
乗松葉子　ポプラ社

　ずっとずっとあこがれていた、
放送委員になった４年生のかえで。
期待に胸ふくらませていたところ、一緒に番組を担
当することになったこうへいは、おしゃべりでおっ
ちょこちょい、おまけにジコチュウ。放送を邪魔さ
れ落ち込むけれど…。放送委員会のアツイアツイ物
語。とってもおもしろい 1 冊です。

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月12
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　12月16日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　12月10日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園）
　12月17日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園）

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

おく
な

6
く
な

7
お

8 9 10 11 12
おく
な

13
く
な

14
お

15 16 17 18 19
おく
な

20
く
な

21
お

22 23
おく
な

24 25 26
おく
な

27
く
な

28
お

29
おく
な

30
おく
な

31
おく
な

今月の休館日

「地域おこし協力隊日本を元気にする60人の挑戦」
椎川　忍 他　学芸出版社

　 全国444の自治体で1500人以上の地域おこし
協力隊が元気に活躍中です。現在竹田市では
29 名の隊員がそれぞれの任務についていらっ
しゃいます。この本には竹田市の取り組みも紹
介されています。

★年内は竹田本館は27日㈰までです。今年もご利用いただきありがとうございました。

　　　12月23日㈬に楽しい「クリスマスキャロル」
　　　（冬休みとしょかんまつり）を開催します。
　　　 ストーリーテリングや大型紙芝居、ペープサート
　　　　 など楽しい催しが満載です。みんな来てね！

  　日時 12月23日（水・祝）　13：00 ～
  　場所 竹田市総合社会福祉センター
　　　　　　大ホール

ご案内

注目の 1
冊
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先
月
９
日
、
四
国
電
力
伊
方
原
発
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た

国
の
原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
民
間
の
フ
ェ
リ
ー

な
ど
で
豊
後
水
道
を
渡
っ
て
大
分
市
に
避
難
し
た
伊
方
町
民
69

人
を
受
け
入
れ
る
訓
練
だ
っ
た
が
、
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
参

加
し
た
町
民
か
ら
は
、「
地
震
や
津
波
の
複
合
災
害
で
陸
路
も
海

路
も
使
え
ず
に
孤
立
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
か
、「
大
分
が
被

災
し
て
い
た
場
合
は
受
け
入
れ
て
く
れ
る
の
か
」
と
計
画
の
実

効
性
を
疑
問
視
す
る
声
が
相
次
い
だ
と
さ
れ
る
。

　

防
災
訓
練
そ
の
も
の
が
無
駄
で
あ
る
は
ず
は
な
い
が
、
そ
の

実
効
性
と
な
る
と
参
加
者
の
憂
慮
は
そ
の
と
お
り
だ
ろ
う
と
納

得
も
す
る
。

　

ま
ず
、
南
海
ト
ラ
フ
が
発
生
す
る
と
、
四
国
は
も
ち
ろ
ん
で

あ
る
が
、
大
分
県
の
沿
岸
部
は
震
度
7
前
後
の
強
烈
な
地
震
に

よ
っ
て
船
舶
も
岸
壁
も
大
打
撃
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
津
波
の

影
響
が
及
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
惨
状
は
東
日
本
大

震
災
と
同
レ
ベ
ル
が
想
定
さ
れ
る
か
ら
、「
四
国
か
ら
の
被
災
者

を
受
け
入
れ
る
余
裕
は
な
い
と
思
う
」
と
話
す
西
嶋
佐
伯
市
長

の
話
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

そ
の
上
、
伊
方
原
発
に
重
大
事
故
が
起
き
た
と
し
た
ら
、
放

射
性
物
質
を
含
む
雲
状
の
プ
ル
ー
ム
の
飛
来
も
確
実
で
あ
ろ
う

か
ら
、
ま
ず
は
建
物
に
退
避
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
の
場
合
、
そ
の
危
険
性
は
台
風
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
一
時
退
避
す
る
と
い
う
行
為
で
は
難

を
逃
れ
な
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
来
年
3
月
で
丸
５
年
に
な
る
。
い
ま
だ

に
立
ち
入
り
禁
止
区
域
の
住
民
は
仮
設
住
宅
で
の
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。
家
に
は
帰
れ
ず
、
仕
事
も
失
く
し
、
一
家

離
散
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
人
々
も
少
な
く
な
い
。
原
賠
法

が
制
定
さ
れ
、
被
害
に
遭
っ
た
人
た
ち
を
救
済
す
る
法
律
は
あ

る
に
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
い
ま
だ
に
被
災
者
た
ち
は
満
足
の

い
く
補
償
を
得
ら
れ
ず
不
安
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

比
較
的
報
道
さ
れ
て
い
な
い
が
、
農
林
水
産
業
へ
の
被
害
と

風
評
被
害
に
よ
る
経
済
の
崩
壊
は
深
刻
で
あ
る
。
汚
染
水
や
大

気
汚
染
は
い
ま
だ
に
生
産
者
を
追
い
詰
め
て
い
る
。
米
、
し
い

た
け
な
ど
を
消
費
者
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
し
、
海ほ

や鞘
な
ど
の

海
産
物
も
輸
出
禁
止
な
ど
厳
し
い
制
裁
が
加
え
ら
れ
た
ま
ま
だ
。

　

こ
ん
な
最
悪
な
体
験
を
目
の
当
た
り
に
し
て
も
、
愛
媛
県
議

会
や
地
元
自
治
体
は
再
稼
働
を
受
け
入
れ
た
。
知
事
も
再
稼
働

容
認
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
。
や
は
り
、
生
活
や
自
治
体
運
営

を
支
え
る
経
済
力
の
こ
と
が
優
先
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

仕
事
が
与
え
ら
れ
、
大
き
な
財
政
支
援
が
あ
れ
ば
「
ノ
ー
」
と

は
言
え
な
い
心
情
も
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
も
な
い
が
、
し
か

し
、
起
き
な
い
は
ず
の
事
故
が
起
き
た
福
島
の
事
例
を
ど
う
捉

え
て
い
る
の
か
。

　

さ
て
。
私
た
ち
は
こ
の
伊
方
原
発
再
稼
働
を
ど
う
受
け
止
め

る
べ
き
か
。
昨
年
３
月
、
竹
田
市
議
会
は
『
伊
方
原
発
再
稼
働

を
考
え
直
す
べ
し
』
と
す
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
を
採

択
し
た
。
適
切
な
判
断
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
。

　

竹
田
市
は
遮
る
も
の
の
な
い
海
を
隔
て
て
、
１
０
０
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
大
分
市
（
佐
賀
関
）
に
い
た
っ
て
は
わ
ず
か
50
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
重
大
事
故
が
勃
発
す
れ
ば
、
関
ア
ジ
、
関
サ
バ
は

も
ち
ろ
ん
、
海
産
物
も
農
産
物
も
、
シ
イ
タ
ケ
な
ど
の
林
産
物

も
破
滅
状
態
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
は
、
風
評
被
害
で
別
府
を
は
じ
め
と
し
た

観
光
地
は
壊
滅
状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

あ
る
首
長
が
言
っ
た
。「
原
発
再
稼
働
問
題
は
、
愛
媛
県
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
大
分
県
に
も
事
前
に
相
談
し
て
ほ
し
い
」と
。

　

今
年
の
夏
、
日
本
列
島
は
１
基
の
原
発
も
稼
働
せ
ず
に
猛
暑

を
乗
り
越
え
た
。
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
風
力
も
、
太
陽
光

も
そ
れ
な
り
の
成
果
を
収
め
つ
つ
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

万
が
一
が
起
き
た
日
本
原
発
。
政
治
は
今
こ
そ
、
そ
の
実
態

に
真
摯
に
向
き
合
う
べ
き
だ
ろ
う
。

伊
方
原
発
再
稼
働
問
題
を
直
視
す
る

『
対
岸
の
火
事
』
に
し
て
は
い
け
な
い
。

←写真は、東日本震災直後、
　現地を訪ねた首藤市長。
　今、有事に備えて「危機
　感」の共有は急務と言え
　るだろう。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

故
郷
竹
田
を
想
う
人
た
ち
と

　
　
　
　
１
年
ぶ
り
の
再
会

　

11
月
6
日
、
関
東
竹
田
会
（
辻

亨
会
長
）
が
ホ
テ
ル
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
（
東
京
都
文
京
区
）
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
か
ら
は
首
藤
市
長
を
は
じ

め
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
前
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

尾
登
憲
治
さ
ん
が
撮
影
し
た
竹
田
の

秋
の
風
景
を
会
場
内
で
放
映
し
、
そ

の
後
、
文
化
会
館
や
図
書
館
等
の
建

設
計
画
や
今
夏
に
建
立
さ
れ
た
阿
南

惟
幾
像
に
つ
い
て
市
長
が
説
明
・
報

告
し
ま
し
た
。

　

会
の
途
中
で
は
、
日
本
近
代
文
学

研
究
家
で
あ
る
笹
本
玲
央
奈
さ
ん
に

廣
瀬
武
夫
中
佐
の
蔵
書
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
き
、
会
に
彩
り
を
添

え
て
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
竹
田
か
ぼ
す
「
森
の
エ
メ
ラ

ル
ド
」
の
新
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
披
露
を
兼

ね
て
、
会
場
に
訪
れ
た
１
２
０
人
の
方

に
配
布
し
た
ほ
か
、
市
進
出
企
業
ホ

ッ
ト
ア
ル
バ
ム
社
の
厚
意
に
よ
り
入
浴

剤
「
長
湯
ホ
ッ
ト
タ
ブ
」
も
全
参
加

者
に
配
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。↑盛会に行われた関東竹田会

市長コラム
〈第76回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。
人との出会いや物事との接点が生まれるのは、
偶然ではなく、それなりの理由が働くからで
あるという意味。
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←竹田菊愛好会のみなさん

↑丹精込めて育てられた美しい「菊花」

↑大きな菊花を見て喜ぶ園児たち

　

竹
田
菊
愛
好
会
主
催
「
第
20
回
竹

田
菊
花
展
」
が
11
月
１
日
か
ら
５
日

ま
で
竹
田
創
生
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
竹
田
菊
愛
好
会
の
メ
ン

バ
ー
10
名
が
愛
情
込
め
て
育
て
た
約

２
０
０
鉢
を
展
示
。
訪
れ
た
来
場
客

は
、
白
や
黄
、
赤
な
ど
の
色
鮮
や
か
な

大
輪
の
花
を
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

川
合
会
長
は
「
過
去
最
高
の
出
来

ば
え
を
多
く
の
方
々
に
観
賞
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
の
高
齢
化
も

あ
り
、今
年
を
最
後
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
が
、期
間
中
に〟

来
年
も
楽
し

み
に
し
て

い
る“〟

ま

だ
ま
だ
続

け
て
ほ
し

い“

と
い

う
声
を
数

多
く
寄
せ

て
い
た
だ

き
、会
員
一

同
励
ま
さ

れ
ま
し
た
」

と
話
し
て

い
ま
す
。

　

20
年
前
、
愛
好
家
の
わ
ず
か
３

人
で
立
ち
上
げ
た
菊
愛
好
会
。
ピ
ー

ク
時
、
会
員
数
は
20
人
に
増
え
、
活

気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
県
内
豊
肥
地
区
で
も
竹
田
の
会
の

み
。
そ
れ
で
も
、
メ
ン
バ
ー
の
愛
好

家
た
ち
は
今
も
美
し
い
「
菊
花
」
を

家
族
の
一
員
の
よ
う
に
育
て
て
い
ま

す
。

　

菊
花
展
の
最
終
日
、
会
場
に
は
小

羊
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
訪
れ
、
大

輪
の
花
を
見
つ
め
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
よ
う
に
、

美
し
い
「
菊
花
」
が
来
年
も
ま
た
咲

き
誇
る
姿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今　月　の　人

　「第 65 回全国小・中学校作文コンクール」
【中学生の部】において、久住中学校・川越
菜々子さん（３年）の『ずっと忘れない』
が最優秀賞（県代表作品）に選ばれました。
　川越さんは第 63 回に『大好きだった学
童保育』、第 64 回に『一歩を踏み出す勇気』
に続いて、今年も最優秀賞受賞し、３年連
続で県代表に選出されるという快挙を達成
しました。
　今年の作品は、「まちづくり」をテーマに
行われた小中学校の交流会に参加した時、
いつか竹田を離れることがあっても、常に
心を寄せ続けることが〝生まれ育った大好
きな古里のためになる〟という思いを素直
に描いていました。
　川越さんは「古里を大切にしたいという
思いが伝わればとても嬉しい」と話してく
れました。
　また、同じく【中学生の部】において『テ
ニスと歩んだ三年間』を書いた佐藤菜美さ
ん（久住中２年）が優秀賞、『今』を書いた

佐藤あかねさん（久住中３年）が佳作の入
賞するなど、今年も同中学校の活躍が光り
ました。

今年も久住中生徒が各賞を席巻！

↑〔写真左から〕入賞した佐藤あかねさん、川越菜々子さん、佐藤菜美さん（いずれも３年生）

全国小・中学校作文コンクール

川
か わ ご え

越菜
な な こ

々子さんが３年連続
最優秀賞（県代表）に！

「
第
20
回
竹
田
菊
花
展
」
開
催 

咲
き
誇
る
大
輪
の

「
菊
花
」
に
う
っ
と
り
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郷土の植物 （320）

第129回
阿孫　久見

リュウキュウマメガキ（カキノキ科）

　

山
地
の
谷
沿
い
に
生
育
す
る
高

さ
13
㍍
ほ
ど
の
雌し

雄ゆ
う

異い

株し
ゅ

の
落
葉

高
木
で
す
。
樹じ

ゅ

皮ひ

は
灰か

い
か
っ
し
ょ
く

褐
色
で
縦た

て

に
割わ

れ
る
皮ひ

目も
く

が
あ
り
ま
す
。

　
互
生
で
全ぜ

ん
え
ん縁
の
葉
は
長
い
柄え

が

あ
り
長ち

ょ
う
だ
え
ん
け
い

楕
円
形
で
す
。
長
さ
20
㌢
、

幅
が
10
㌢
ほ
ど
で
す
。
葉
の
ふ
ち

は
波
打
ち
、
や
や
内
側
に
湾わ

ん
き
ょ
く曲し

ま
す
。

　

初
夏
の
頃
、
新
枝
の
葉よ

う
え
き腋
に
径

１
㌢
未
満
の
壺つ

ぼ
が
た形
の
４
裂れ

つ

す
る
黄お

う

白は
く
し
ょ
く
色
の
合ご

う
べ
ん弁
花か

を
咲
か
せ
ま
す
。

花か

弁べ
ん

は
反そ

り
返
り
、
雄お

花ば
な

は
普
通

２
個
、
雌め

花ば
な

は
１
個
ず
つ
花
を
つ

け
ま
す
。
秋
に
径
２
㌢
ほ
ど
の
扁へ

ん

球き
ゅ
う
け
い

形
の
果か

実じ
つ

を
つ
け
ま
す
。
青
い

果
実
は
の
ち
に
橙だ

い
だ
い
い
ろ色か

ら
黒こ

く
し
し
ょ
く

紫
色

に
熟じ

ゅ
くし

ま
す
。
野
生
の
カ
キ
で
味

は
渋し

ぶ
い
で
す
。

　

和
名
の
琉リ

ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
メ
ガ
キ

球
豆
柿
と
い
う
名
の

由
来
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
別

名
信シ

ナ
濃ノ

柿ガ
キ
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
祖
母
山
系
の
山さ

ん
ろ
く麓
の

日
当
た
り
の
い
い
沢
沿
い
で
観
察

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
個
体
は
少
な

い
で
す
。
花
期
は
６
月
で
す
。


